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【問合せ】　新ごみ処理施設整備室　☎７８２－０２６３

āȮəȾȠȱɭāࢳை No.3

　新ごみつうしんNo.2（市報10月1日号に掲載）では、新ごみ処理施設の建設に向けて南魚沼市、魚沼市、
湯沢町の２市１町で検討している内容や、施設から発生するエネルギー活用などについて紹介しました。
今回は、現在の南魚沼市環境衛生センター〔島新田・上十日町〕に集まったごみの行方、資源化の流れ、
ごみ減量化の取り組みなどについて紹介します。

ȮəȮə新新

　家庭や事業所から排出されたごみを
処理するには、多額の経費がかかりま
す。その経費には、指定ごみ袋の売り
上げや事業所のごみ処理手数料のほ
か、多くはみなさんから納めていただ
いた市税などが充てられています。ご
み処理経費の節減のほか、環境負荷の
低減のためには、ごみの減量化や資源
化が欠かせません。ごみの減量化や資
源化は、ごみを燃やす化石燃料の使用
を抑え、燃焼や運搬などによる二酸化
炭素の排出を削減するとともに、最終
処分場への埋め立て量を減らすことに

つながります。その反面、資源化には
高い経費が必要になることや、再資源
化物の価格が不安定なことなど、難し
い面も持ち合わせています。
　新ごみ処理施設の適正な規模、燃焼
方式、施設から発生するエネルギーの
活用方法などの検討にあたり、ごみの
分別方法やリサイクルの最新技術、先
進施設の調査・研究を行っています。
より良い施設の整備をめざし、今後も
積極的にごみの減量化と資源化に取り
組んでいきます。

ごみ処理施設の整備に向けて ごみを減量化・
資源化すること
は、ごみ処理経費
や環境への負担
を減らすことにつ
ながるんじゃよ

ごみの行方と資源化（環境衛生センター）

（※）スラグとは、高温で焼却灰を溶かしたものを、冷却して固めたもの
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　不燃ごみ処理施設（リサイクルセンター）に持ち込まれた容
器包装ごみは、市内の社会福祉事業所で活動するみなさんが、
毎日丁寧に手作業で分別しています。中には汚れたものや対象
外のごみが混ざっていることがあり、約３分の１
はリサイクルされずに焼却処分されてしまいます。
　リサイクルが可能な「プラマーク」がついてい
るか確認し、汚れているものは洗浄してよく乾か
してからリサイクルに出しましょう。

◆次回は、新ごみ処理施設整備に向けての今までの経緯などを紹介します。

༰ثแ͝ΈͷϦαΠΫϧΛ͑ࢧΔਓ͕͍ͨͪ·͢

現在のごみ減量化の取り組み

武蔵野市クリーンセンター〔東京都武蔵野市〕
　この施設は、市の中心部に位置し、武蔵野の雑木林
をイメージした外観デザインで、景観の調和を図ってい
ます。イベントのできるオープンスペースや誰でも見学できる見
学コースの整備など、開かれた施設運営と斬新なデザインによ
り注目を集め、平成29年にグッドデザイン賞を受賞しました。
　ごみの焼却時に発生するエネルギーを施設周辺の庁舎や学
校などの公共施設で活用して、エネルギーの地産地消を実現
しています。また災害時には、ガス・コージェネレーション
設備（都市ガスを燃料にして発電し、同時に発生する熱エネ
ルギーを空調などに利用するシステム）を起動させて、エネ
ルギー供給と焼却炉の稼働ができます。平常時だけでなく、
災害時のエネルギー拠点としての機能を備えています。

ઌਐࢪઃͷࢹɹύʔτ�

プラマーク

３Ｒを推進しています
　ごみ減量の基本は「３Ｒ」です。ごみを
出さな い「Ｒ

リデュース
educe」、 繰り返 し 使う

「Ｒ
リユース
euse」、再資源化する「Ｒ

リサイクル
ecycle」の

頭文字から「３Ｒ」と呼ばれています。
　近年では、ごみになるものを断る「Ｒ

リフューズ
efuse」

を加え、「４Ｒ」という取り組みもあります。

おいしい食べきり運動
　ごみの減量化の施策として、食べ残しを減らす
ように南魚沼市、魚沼市、湯沢町の２市１町全体
で取り組んでいます。飲食店や宿泊施設、学校給食、
各家庭で、「食べ物を大切にする」「も
ったいない」の気持ちで食べきりま
しょう。食品は計画的な購入を心が
け、食べきれる量だけ作りましょう。

生ごみ処理機購入費の助成
　家庭で発生する生ごみを熱や微生物の力で分解
させて処理をする「生ごみ処理機」の購入経費に
助成金を交付しています。処理した生ごみは、ガーデ
ニングや家庭菜園の肥料に活用して、ごみの減量
化とリサイクルに取り組みましょう。
※ 家庭用生ごみ処理機購入費補助制度については、
廃棄物対策課（☎７８２－０３３９）まで

バイオマスプラスチックごみ袋
　令和元年11月から南魚沼市指定ごみ袋
は、原料の一部に米由来（非食用米）のバ
イオマス成分を10%含んだライスフィルムを使
用しています。これは、マイクロプラスチック問
題や温室効果ガスの排出
削減をめざすとともに、み
なさんの環境意識向上に
向けた取り組みです。

エネルギー供給範囲の立地条件エネルギー供給範囲の立地条件
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●「寄附講座」の開設＝「南魚沼地域医療学講座（自治医科大学医学部総合医学１）」
　•特命教授１名、特命助教１名の２名。診療は南魚沼市民病院、研究は自治医科大学
　　　⇒自治医科大学との関係が強化。構造的な医師確保
●全国的に人気があって競争力のある研修基幹施設とのタイアップ
　•若手医師の常勤拡大
●南魚沼市民病院が地域医療展開の研修拠点
　•専門分野でなくても在宅医療など地域の課題へ関心を持って取り組む医師の育成
●自治医科大学卒後義務内派遣医師の派遣先要望
　•県立病院のダウンサイジング化に伴い、県に南魚沼への派遣モデル化を要望
●総合（内科）医の確保
　•常勤医の増。非常勤医師（107名）の削減。政策的に必要な診療科の検討
●医師の働きやすい環境構築
　•特定看護師の養成、医療クラークの活用、ＩｏＴ化

医療のまちづくり検討委員会からの提言
【問合せ】保健課　☎７７３ー６８１１

　９月29日㈫に第６回医療のまちづくり検討委員会が開催され、こ
れまで検討を重ね作成された提言が、亀井委員長から市長に手渡さ
れました。
　今後は提言の内容について、庁内に実務的な多職種による特別
チームを設置して、実効性のある検討を進めていきます。

以下、医療のまちづくり検討委員会から提供された提言概要版（原文のまま）

医師確保について【提言】

•これまでの医師や職員の懸命な努力にもかかわらず、病院事業会計は、システム的な常勤医師確保
　やコストカットの困難さなどから、一般会計からの多額の繰入金に慢性的に依存してきているが、
　市の厳しい財政状況においてはもはや限界に達しているものと思われる。
•国では令和３年度以降の更なる公立病院改革プランの策定を要請していることから、市の医療体制
　の構築については、これまでの経緯と実情を十分に考慮した上で、国の政策や財政措置の方向性も
　踏まえたものにする必要がある。
•よって「医師の確保」「病院経営の改善」を目指すとともに、持続可能な地域包括ケア体制の構築
　と、市の特徴を活かしたまちづくりを行い、これらを相互に関連させる「医療のまちづくり」につ
　いての提言を行うものである。

基本的な考え方

南魚沼市特有の地区組織
ボランティア活動
伝統ある文化
温泉などの観光

将来にわたり持続可能な
市立病院群を中心にした
地域包括ケア体制の構築

南魚沼市だけではなく魚沼圏域全体で考える
地域医療構想調整会議での理解を求める

静かだが、着実で温かみのある、南魚沼らしいまちづくり

新たな交通体系

自助・互助・共助・
公助の体制

【医療のまちづくりのイメージ】
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ゆきぐに大和病院の在り方【提言】

１　病院事業会計が置かれている財政状況
　　　　公営企業である病院事業運営
　　　　　　　　　　　　　　　　　利用料金（診療報酬）
　　　　　　　　　　　　　　　　　交付税措置分（へき地医療等 繰入基準）
　　　　　　　　　　　　　　　　　一般会計からの基準外繰入

　　患者の立場に立ってできる限り良い医療を行いたい。
　　より良い医療施設、医療機器で診療を行いたい。

　　公益性と企業性の相克の中で、経営全体の妥当性を
　　追求。

病院事業会計の置かれている財政状況

•平成16年から令和元年まで、一般会計からの繰入金は約106億円
•平成30年度の市の実質公債費比率は県下最低、全国1741市区町
　村のうち、下から40位前後
•市の財政調整基金は約19億円、病院事業会計には令和元年度約
　９億円が一般会計から繰入、うち交付税措置されないのは約４億円
　　　　　　　　　　慢性的な赤字構造

•10年間の収支計画を立て
　「公営」の観点からはギリ
　ギリの繰入を要求
•「企業」の観点から、民間
　と同じように経常収支では
　なく、医業（事業）収支か
　ら経営を判断

➡

２　ゆきぐに大和病院の在り方
【現状】

【今後】

　　今ある医療資源をフル活用　南魚沼地域包括ケア

➡｝徹底的な話し合い
地域医療サービスの追求

医
師

管
理
者

病院機能も職員の心も一体となって『新 オールミナミウオヌマ』

➡

『一つの病院』『一つの病院』

南魚沼市

➡

同じような機能をお互いが担っている状況

病院群

現実的

非現実的
増床新築

市民病院へ
移設・統合

ゆきぐに大和病院
45床

南魚沼市民病院
140床

ゆきぐに大和病院
45床

南魚沼市民病院
140床

一般

開業医

開業医

開業医
地域包括
ケア病床
の拡大

一般
急性期
の強化

地域
包括 一般

魚沼基幹病院

当面「一つの病院」として機能分担

紹介
逆紹介

在宅

開業医

開業医

開業医
紹介
逆紹介

在宅
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地域医療介護
総合確保基金の
活用を要請

南魚沼市民病院・城内診療所の在り方【提言】

２　ゆきぐに大和病院の在り方

　　今ある医療資源をフル活用

●新潟県との約束である、ゆきぐに大和病院の南棟の解体
　⇒駐車場に変更、合わせて必要な施設改修
●健友館の維持
　⇒他地域から利用者を呼び、赤字部分の補填を行うことの
　　できる健診施設
●萌気園浦佐診療所との在宅連携
　⇒地域包括ケア入院医療管理料のベッド割合を段階的に増
●介護医療院も政策的には必要。サービス付き高齢者住宅や、
　看護小規模多機能型居宅介護も選択肢として検討

３　南魚沼市民病院の在り方
　経営の改善と安定化に向けた取り組み
　①医師確保（前述）
　②診療科の選択と集中⇒現設備の活用（手術室・心カテ室）
　　•寄附講座特命教授は循環器
　③地域連携
　　•魚沼基幹病院の補完
　　•湯沢、十日町、津南、小出、分野によっては長岡
　④ＤＰＣ（Diagnosis Procedure Combination：診断群分類包括評価）採用への参画

　⑤高額医療機器の保守契約の変更、医薬品などの他の医療機関との共同購入の検討

４　城内診療所の在り方
　•平成23年４月に病院事業会計から切り離し、特別会計を設置
　•病院事業会計の中に組み入れるとともに、地域住民の交通手段の確保を図りつつ、市民病院への
　　統合も視野に入れた検討

５　その他
　平成27年３月新公立病院改革ガイドライン
　「地方公営企業法の全部適用によって所期の効果が達成されない場合には地方独立行政法人化など更
なる経営の見直しに直ちに取り組むこと」　

•地方独立行政法人化（非公務員型）もしくは指定管理者制度の導入を求めている
•地方独立行政法人化は地方独立行政法人へ病院の開設者が変更になるが、指定管理は病院の開設者
　はあくまで南魚沼市

ゆきぐに大和病院の在り方【提言】

｝

ケアミックス

南魚沼市民病院
140床

回復期リハ病棟 48床

２病棟

急性期 46床

１病棟

急性期 46床

３病棟

➡

DPC DPC

�市報 みなみ魚沼　令和2年11月1日発行



　詳しい委員会の内容や、過去の議事録などは、市ウェブサイト
（「医療のまちづくり検討委員会」で検索）をご覧ください。
　お問い合せは、保健課 ☎773－６８１１まで。

地域包括ケアの構築

医療とともに相互に
関連したまちづくり

タスクフォースの設置
提言の推進・実行のための
実務型の多職種による
特別チームを編成

「医療のまちづくり10か年総合推進事業」の創設
既存の事業との整合性を図りながら、

寄附講座の拡充、地域づくり協議会の活性化
などの重点的な実施を検討

まちづくり【提言】

推進体制の整備【提言】

在宅医療・介護など【提言】
大和だけでなく、
六日町、塩沢と実際
の在宅医療ニーズが
把握されていない

診療所医師の高齢化 医療・介護の人材不足

看護小規模
多機能型
居宅介護

遠隔医療 特定看護師
サービス
付き高齢者
住宅

アクティブ
シニア

地域づくり
協議会

ドアtoドアの
交通確保

筋力づくり
教室

温泉施設
自然
食

自助・互助・共助・公助+    ➡

この地に生きてそして逝く（看取る）

在宅療養に向けて、病診連携（退院促進）
をさせるための仕組み

専門分野でなくても在宅医療など地域
課題へ関心を持って取り組む医師

➡
南魚沼地域完結型
在宅医療・介護体制

➡

課題 ➡ 課題

魚沼医療圏全体で１日あたり2,000人以上の在宅が見込まれる
                           ※2025年地域医療構想の必要病床数
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ʦެ༻ޠʧώϯσΟʔޠɺӳޠɺଞ
ʦट　ʧσϦʔ࿈
ʦ໘　ੵʧ�2�����ὕʢ�Ґʣ
ʦਓ　ޱʧ1�ԯ��22ສਓʢ2Ґʣ
ʦ(%1ʢ111ʣʧ�ஹ��2�ԯυϧʢ�Ґʣ 
ʦ௨　՟ʧΠϯυɾϧϐʔʢ*/3ʣ
˞(%1 ࠃ૯ੜ࢈ͷ͜ͱͰɺߪങྗฏՁ
　આʢ111ʣʹΑΓࢉग़ͨ͠Ͱ͢

Πϯυڞ国

私の国はこんなところ

　インドは南アジアに位置し、すべての州に独自
の文化、伝統的な衣装、食べ物があります。私は、
インド北東部の自然の美しいマニプル州の出身で
す。中心都市はインパール市で、州の面積のうち
3,000㎢以上が竹林に覆われており、竹産業はイ

ンド随一を誇ります。
　また、多くのスポーツが盛んで、ヨーロッパの人びとに「ポロ」を紹介し
たことでも知られています。インド舞踊のマニプリダンスの発祥地であるサ
ンガイや、無数の円形の浮島が見られるロクタク湖は観光地としても有名で
す。

南魚沼市に住んで感じたこと

　南魚沼は景色が本当に美しく、魅力的で童心に返るような冒険的な独特の
雰囲気があります。温厚な人が多く、いつまでも記憶に残るであろう思い出
の場所です。緑豊かで、背の高い木々とその木漏れ日の、静かな風景が好き
です。また、この地域で開催される多くの祭りは、今まで見たことのないほ
ど迫力のある雰囲気の中で行われていることがとても印象深いです。この美
しい地域の一員であることに感謝します。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

　
ڪ
れ
て
い
た
ࣄ
ނ
が
起
き
て
し
ま
っ
た
。

ඃ

に
ૺ
っ
た
お
ೋ
人
が

い
に
も
大
ࣄ

に
ࢸ
ら
ͣ
҆ㆀ

㇓

ూㆩ

し
た
が
、
ڴ
Җ
は
ଓ
い
て

い
ま
す
。
Ն
か
ら
࢝
ま
っ
た
ク
マ
の
ग़


は
、
ۭ
前
の
ग़


だ
っ
た
ࡢ
秋
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
た
ͪ
を

क
れ
」
と
ࡢ
年
は
11
月
に
࢝
め
た
登
下
校

バ
ス
の
対
Ԡ
を
、
ࠓ
年
は
９
月
か
ら
前


し
す
る
ࣄ
態
に
。
市
は
す
で
に
発
令
し
て

い
た
「
ク
マ
ग़

注
意
報
」
を
10
月
11
日

に
「
ܯ
ռ
ܯ
報
」
に
Ҿ
き
上
͛
て
体
੍
を

ڧ
Խ
し
ま
し
た
。

　
県
内
で
は
ฏ
成
13
年
以
དྷ
19
年
Ϳ
り
と

な
る
ク
マ
に
よ
る
ࢮ

ࣄ
ނ
が
発
生
し
、

ग़

は
ࢁ
間
・
市
֗
地
域
の
区
別
も
な
い

状
態
に
。
Կ
か
が
ڰ
っ
て
き
て
い
て
、
Թ

ஆ
Խ
や
ࢁ
の
ߥ
ഇ
が
ݪ
Ҽ
と
か
、
子
ά
マ

の
時
か
ら

ά
マ
と
ཬ
に
དྷ
て
ڪ
れ
を
ײ

じ
な
く
な
っ
た
৽
世
代
の
ク
マ
だ
と
か
、

さ
ま
͟
ま
な
こ
と
が
ݴ
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

市
は
ඞ
ཁ
に
ഭ
ら
れ
た
ۦ
আ
な
ど
を
ྌ
༑

会
に
པ
ら
ͣ
に
は
い
ら
れ
な
い
。
ク
マ
や

サ
ル
に
限
ら
ͣ
、
ྌ
༑
会
の
み
な
さ
ん
の

理
解
と
ݙ

త
な
協
ྗ
に
は
頭
が
下
が
り

ま
す
。
会
һ

は
高
齢
Խ
な
ど
で
ݮ
গ
し

て
い
ま
し
た
が
、
ۙ
年
は
ঁ
ੑ
を
ؚ
む
若

い
人
の
入
会
が
増
え
て
い
る
と
ฉ
き
、
あ

り
が
た
く
ຊ
当
に
པ
も
し
く
ࢥ
い
ま
す
。

ࢲ
の


は
「
మ
๒
ܸ
ͪ
」
で
、
ଜ
の
仲

間
と
࿈
れ
立
っ
て
遠
く
は
౬
沢
の
Ԟ
地
ま

で
֫
物
を

う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ङ
ྌ

は
झ
ຯ
の
ྖ
域
で
自
વ
と
の
バ
ラ
ン
ス
が

保
た
れ
て
い
る
と
、
子
ど
も
の
目
に
も
ө

っ
て
い
ま
し
た
が
、
ࠓ
は
ど
う
か
ʁ
時
代

は
໌
ら
か
に
ม
わ
り
、
ク
マ
な
ど
の
ۦ
আ

が
ຊ
དྷ
の
目
త
で
は
な
い
は
ͣ
の
ྌ
༑
会

の
み
な
さ
ん
に
大
き
な
ෛ
担
を
ڧ
い
て
い

る
こ
と
が
৺
ۤ
し
い
。

　
ࡢ
秋
の
ク
マ
に
よ
る
ڴ
Җ
を
ܦ
ݧ
し
た

ट
長
と
し
て
、「
市
民
生
׆
を
क
る
࠷
前

ઢ
を
ྌ
༑
会

せ
に
し
て
い
て
よ
い
の

か
ʁ
」「
市
֗
ग़

な
ど
の
ࠔ

な
対
Ԡ

に
は
、
県
ܯ
な
ど
で
特
務
部
ୂ
を
創
ઃ
す

る
ඞ
ཁ
が
あ
る
は
ͣ
」
と
՝

ఏ
起
し
、

ݱ
在
よ
う
や
く
市
長
会
な
ど
を
通
じ
て
動

き
ग़
し
て
い
る

先
の
㆕ࢂ

㇓

Ւㆉ

。
ݱ
状
に
体

੍
が
間
に
合
わ
な
い
ジ
レ
ン
マ
の
த
、
動

物
Ѫ
ޢ
団
体
と
の
見
解
の
相
違
に
よ
る
ۤ

い
ܦ
ݧ
も
し
た
。

　
ク
マ
が
ѱ
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の

ڴ
Җ
と
ど
う

き
合
う
か
。
森
ྛ
の
ો
生

や
ڞ
ଘ
バ
ラ
ン
ス
の
෮
׆
な
ど
、
৽
た
な


ܙ
と

ྗ
が
ܽ
か
せ
な
い
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【問合せ】廃棄物対策課　☎７８２－０３３９
͝Έʹ͠ͳ ʂ͍̏ ̧ਪਐίʔφʔ

１　メーカー・パソコン３Ｒ推進協会による回収
　・パソコンメーカーなどに申し込み
　・メーカーから郵送票が送られてきます
　・パソコンを梱包してメーカーに郵送
２　市が業務提携しているリネットジャパン㈱による宅配便回収

・段ボール箱は、３辺の合計が140㎝以内であればどんな箱でも大丈夫です。
・データ消去ソフトは無料でダウンロードできます。（その他のオプションは有料）

ポイント１
パソコン本体
を含む回収は
無料

ポイント２
１箱20㎏以
内なら周辺機
器や小型家電
も一緒に入れ
られます

ポイント
ＰＣリサイクルマークが
ついているパソコンなら
無料で回収・リサイクル

希望日時に回収！最短翌日！

̍　　申込み

インターネット（パソコ
ンかスマートフォン）か
らお申し込み

宅配便業者が、ご希望の
日時に回収へお伺いします。
（最短翌日）

ダンボール箱などにパソコ
ンや小型家電を詰めるだけ
（詰める箱が無い人は有料
で箱の事前お届けも可能）

̏ɹ　すぐ回収̎　　詰めて

　新型コロナウイルス感染症により、特に大き
な影響を受けた市内の宿泊業などを支援するた
め、市内に宿泊する旅行者向けのプレミアム旅
行券を発行します。旅行券は、７割分の宿泊専
用券と３割分の地域利用券をセットにしたもの
です。
　地域利用券は、飲食、土産物、スキー場リフト・
レンタル、タクシー・代行などで利用できます。
この地域利用券の取扱店舗を広く募集します。
　取扱店舗が幅広く登録されることで、地域経
済の活性化につながると考えられます。ぜひお
申し込みください。

※ この旅行券は、主に首都圏を中心とした市外
からの旅行者が対象です。「南魚沼市わがまち
応援プレミアム付飲食・宿泊券」とは別事業
です。ご注意ください

取扱店資格（すべてに該当）
・市内に店舗を有し、本事業の趣旨に同意する
・ 新型コロナウイルス感染予防対策を十分に行
っている

募集期間　11月20日㈮まで
申 込み　南魚沼市観光協会（道の駅 南魚沼、年
中無休）で、必要書類をお渡しします。

※詳しくは、お問い合わせください
地域利用券使用期間
　12月１日㈫～令和３年３月31日㈬
そ の他　詳しくは、地域利
用券に関する専用ウェブ
サイト（「南魚沼市宿泊者
限定雪恋」で検索）をご
覧ください。

市独自の経済支援　新型コロナウイルス対策

ͷҬར༻݊औѻళฮͷืू݊ߦཱྀ͚٬ޫ؍
【問合せ】南魚沼市観光協会　☎７８３－３３７７

パソコンは適正処理でリサイクル
パソコンは次の方法で処理しましょう。
手続きや料金の詳細は、メーカーの
ウェブサイトで確認してください。
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ো
が
い
ऀ
手
ா
を
ަ

͠
·
͢

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
福
祉
課 

ো
͕
͍
福
祉
係

☎
７
７
３
‐
６
６
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
７
３
‐
６
７
２
３


ମ
ো

者
ख
ா

　


体
ো

者
福
祉
๏
に
ج
ͮ

き
、
ࢹ
覚
・
ௌ
覚
・
ݴ
語
・
ࢶ
体

不
自
༝
・
内
部
ػ

な
ど
の
ো
が

い
に
֘
当
す
る
と
ೝ
定
さ
れ
た
人

に
対
し
て
交

さ
れ
る
も
の
で
、

各
छ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た

め
に
ඞ
ཁ
で
す
。
ো
が
い
の
ఔ


に
よ
り
１
～
̒
ڃ
ま
で
の
等
ڃ
が

あ
り
ま
す
。

対
象
者

　

体
の
ػ

に
Ӭ
ଓ
す
る
ো
が

い
が
あ
り
、

体
ো

者
ো

ఔ


等
ڃ
表
に
֘
当
す
る
人

申

ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
も
の

・ 

ࢦ
定
医
ࢣ
の
診
அ
ॻ
（
３
か
月

以
内
に
࡞
成
さ
れ
た
も
の
）

※ 

ࢦ
定
医
ࢣ
と
は

ಓ

県
ま
た

は

令
市
の
ࢦ
定
を
受
け
た
医

ࢣ
で
す

・ 

إ
ࣸ
ਅ
２
ຕ
（
ॎ
４
ᶲ
ʷ
ԣ
３

ᶲ
、
１
年
以
内
に
ࡱ
Ө
し
た
も

の
）

・
ҹ
ؑ

・ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
ݸ
人
番
号
）

の
わ
か
る
も
の

※ 

代
理
人
が
૭
口
に
དྷ
る
場
合
は

申

者
の
ҕ

状
と
代
理
人
の

ຊ
人
֬
ೝ
ॻ
ྨ
（
運
స
໔
ڐ
ূ

な
ど
）
も
ご
用
意
く
だ
さ
い

ྍ
ҭ
ख
ா

　

త
ো
が
い
ࣇ
・
者
が
各
छ
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
交


さ
れ
る
手
ா
で
す
。
Ａ
と
̗
の

２
つ
の
等
ڃ
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

　
ࣇ
ಐ
相
談
所
か

త
ো

者
ߋ

生
相
談
所
で
、

త
ো
が
い
で
あ

る
と

定
さ
れ
た
人

申

ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
も
の

・ 

إ
ࣸ
ਅ
２
ຕ
（
ॎ
４
ᶲ
ʷ
ԣ
３

ᶲ
、
１
年
以
内
に
ࡱ
Ө
し
た
も

の
）

・
ҹ
ؑ

※ 

申

後
、
別
に
ࢦ
定
さ
れ
る
日

に
、
南
魚
沼
ࣇ
ಐ
相
談
所
（
南

魚
沼

త
ো

者
ߋ
生
相
談

所
）
で
໘


定
を
行
い
ま
す

ਫ਼
ਆ
ো

者
保
健
福
祉
ख
ா

　
ਫ਼
ਆ
࣬
ױ
を
࣋
ͪ
一
定
の
ো
が

い
の
状
態
で
あ
る
と
ೝ
定
さ
れ
た

人
に
交

さ
れ
る
も
の
で
、
各
छ

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に

ඞ
ཁ
で
す
。
ো
が
い
の
ఔ

に
よ

り
１
ڃ
か
ら
３
ڃ
ま
で
の
等
ڃ
が

あ
り
ま
す
。

※ 

手
ா
の
༗
ޮ
期
間
は
２
年
間
で

す

対
象
者

　
ਫ਼
ਆ
に
࣬
ױ
が
あ
り
、
ॳ
診
か

ら
̒
か
月
以
上
ܦ
ա
し
て
い
る
人

で
、
ਫ਼
ਆ
ো
が
い
の
た
め
長
期
に

わ
た
り
日
ৗ
生
׆
や
社
会
生
׆
に

੍

が
あ
る
人

※

త
ো
が
い
は
ؚ
ま
れ
ま
せ
ん

申

ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
も
の

ᶃ 

إ
ࣸ
ਅ
１
ຕ
（
ॎ
４
ᶲ
ʷ
ԣ
３

ᶲ
、
１
年
以
内
に
ࡱ
Ө
し
た
も

の
）

ᶄ
ҹ
ؑ

ᶅ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
ݸ
人
番
号
）

の
わ
か
る
も
の

ᶆ
次
の
い
ͣ
れ
か

・  

年
ۚ
ূ
ॻ
か
ৼ
込
通

ॻ
（
ਫ਼

ਆ
ো
が
い
に
よ
る
ো

年
ۚ
を

受
څ
し
て
い
る
人
）

・  

診
அ
ॻ
（
ਫ਼
ਆ
ো
が
い
に
よ
る

ো

年
ۚ
を
受
څ
し
て
い
な
い

人
）

※ 
代
理
人
が
૭
口
に
དྷ
る
場
合
は

申

者
の
ҕ

状
と
代
理
人
の

ຊ
人
֬
ೝ
ॻ
ྨ
（
運
స
໔
ڐ
ূ

な
ど
）
も
ご
用
意
く
だ
さ
い

ڞ
௨
事
߲

ड

૭
ޱ

　

福
祉
՝　
ো
が
い
福
祉

、
大

和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

※ 

診
அ
ॻ
の
用
紙
な
ど
は
受

૭

口
に
あ
り
ま
す

　
市
で
は
、
ཁ
介
ޢ
４
以
上
の
高

齢
者
を
在

で
介
ޢ
し
て
い
る
家

族
に
、
年
に
１
回
手
当
を
支
څ
し

て
い
ま
す
。

　
対
象
と
ࢥ
わ
れ
る
世
ଳ
に
、
10

月
に
申

ॻ
を
༣
送
し
ま
し
た
。

期
限
内
に
申

し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
と
な
る
人
で
、
申

ॻ
が

ಧ
か
な
い
場
合
は
、
お

い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

対
象

（
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
）

・ 

ཁ
介
ޢ
４
以
上
の
ೝ
定
を
受
け

た
65
歳
以
上
の
人
を
、
１
月
１

日
～
12
月
31
日
の
間
に
、
࿈
ଓ

し
て
３
か
月
以
上
、
在

で
介

ޢ
し
て
い
る
家
族

・ 

ඃ
介
ޢ
者
に
特
別
ো
が
い
者
手

当
、
福
祉
手
当
の
受
څ
ݖ
が
な

い
支
څ
　ֹ
３
０
⁌０
０
０
円

締
切
り　
12
月
28
日
㈪

申 


૭
　ޱ
福
祉
՝
、
大
和
・
塩

沢
市
民
セ
ン
タ
ー

　
あ
な
た
の
周
り
に
気
に
な
る
子

ど
も
・
家
庭
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

小
さ
な
ࠔ
り
ご
と
も
ੵ
み
ॏ
な
れ

ば
や
が
て
大
き
く
な
り
「
ٮ

」

に
発
ల
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

た
と
え

は「
し
つ
け
の
つ
も
り
」

で
も
、
子
ど
も
の
৺
や
体
が
ই
つ

く
行
ҝ
や
ݴ
動
は「
ٮ

」で
す
。

　
子
ど
も
や
子
育
て
の
ࠔ
り
ご
と

は
、
小
さ
な
う
ͪ
に
相
談
を
す
る

こ
と
が
大

で
す
。
ൿ
ີ
は
ݫ
क

し
ま
す
。

※ 

令
和
２
年
４
月
に
「
ࣇ
ಐ
ٮ


防
止
対
ࡦ
の
ڧ
Խ
を
ਤ
る
た
め

の
ࣇ
ಐ
福
祉
๏
等
の
一
部
を
改

正
す
る
๏

」
が
施
行
さ
れ
、


ݖ
者
が
子
ど
も
の
し
つ
け
と

し
て
体
േ
を
加
え
て
は
な
ら
な

い
と
定
め
ら
れ
ま
し
た

ࡏ

ཁ
հ
ޢ
ߴ
ྸ
ऀ
家
族
手


ࢧ
څ
ࣄ
ۀ

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

☎
７
７
３
‐
６
６
６
７

��
月
は
ࣇ
ಐ
ٮ

防
ࢭ
月
ؒ

～
͋
ͳ
ͨ
の
ؾ

͖
は
ỏ
子

Ͳ
も
の
ر

～

【
問
合
せ
・
相
談
】

　

 

子
ҭ
ͯ
支
援
課 

͜
ど
も
Ո

ఉ
支
援
班

☎
７
７
３
‐
６
８
２
２

　
南
魚
沼
ࣇ
ಐ
相
談
所

☎
７
７
０
‐
２
４
０
０

　

 

ࣇ
ಐ
相
談
所
શ
国
ڞ
௨
μ
イ

Ϡ
ϧ
（

ؒ
・
ٳ
日
）

☎
１
８
９
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人
ݖ
ଚ
ॏ
の
ま
ͪ
ͮ
く
り
の
実

ݱ
に

け
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
、
す
べ
て
の
市
民
が
人
ݖ
に
つ

い
て
正
し
い
理
解
と
行
動
を

に


け
ら
れ
る
よ
う
、
人
ݖ
教
育
・

ܒ
発
ਪ
ਐ
ܭ
ը
の
த
間
見

し
を

ਐ
め
て
い
ま
す
。

　
ܭ
ը
の
見

し
に
あ
た
り
、
み

な
さ
ん
の
意
見
を

ө
さ
せ
る
た

め
に
意
見
を
ื
ू
し
ま
す
。

※ 

お
د
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
、

市
の
考
え
ํ
と
と
も
に
公
表
し

ま
す
。
た
だ
し
、
ݸ
ʑ
の
意
見

に
回

は
し
ま
せ
ん

Ӿ
ཡ
・
ҙ
ݟ
ื
ू
期
ؒ

　
11
月
̒
日
 
～
30
日
㈪

Ӿ
ཡ
・


૭
ޱ

・ 

市
民
՝　
市
民
൝
、
大
和
・
塩

沢
市
民
セ
ン
タ
ー

・ 

市
ウ
ỻ
ϒ
サ
イ
ト（「
人
ݖ
教
育・

ܒ
発
ਪ
ਐ
ܭ
ը
改
గ
൛（
Ҋ
）パ

ϒ
リ
ỽ
ク
コ
メ
ン
ト
」で
ݕ
ࡧ
）

ҙ
ݟ
の
ఏ
ग़
ํ
๏

　

住
所
・
氏
名
を
໌
記
し
、「
人

ݖ
教
育
・
ܒ
発
ਪ
ਐ
ܭ
ը
改
గ
൛

（
Ҋ
）パ
ϒ
リ
ỽ
ク
コ
メ
ン
ト
」
と

ҙ
ݟ
ื
集
ớ
パ
ϒ
Ϧ
ỽ
ク
ί

ϝ
ン
ト
Ờ
ਓ
ݖ
ڭ
ҭ
ɾ
ܒ
ൃ

ਪ
ਐ
ܭ
ը
改
గ
൛
ớ
Ҋ
Ờ

【
問
合
せ
】
市
民
課 

市
民
班

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
１

記
入
し
て
、
次
の
ํ
๏
で
ఏ
ग़
し

て
く
だ
さ
い
。

①
窓
口
に
持
参

　

 

Ӿ
ཡ
・


૭
口
に
ॻ
໘
を
࣋

参
す
る

②
郵
送　
˟
９
４
９
‐
̒
̒
９
̒

　
南
魚
沼
市

日
ொ
１
８
０
番
地

　
１

　
 

南
魚
沼
市

所 

市
民
՝ 

市
民

൝
Ѽ
て

③
Ｆ
Ａ
Ｘ　
７
７
３
‐
２
１
１
０

　
市
民
՝ 
市
民
൝
Ѽ
て

④
メ
ー
ル　

shim
in@

　

city.m
inam

iuonum
a.lg.jp

⑤
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
入
ྗ
ϑỼ
ー
Ϝ
に
入
ྗ
し
、送
৴

※ 

電
話
や
口
頭
な
ど
で
は
受
け


け
ま
せ
ん

ҙ
ݟ
ͳ
ど
ͱ
市
の
ߟ
͑
ํ
の
公
ද

時
期

　
令
和
３
年
２
月
１
日
㈪

　
住

用
地
に
は
、
ݻ
定
ࢿ
産
੫

を
軽
ݮ
す
る
ા
ஔ
が
あ
り
ま
す
。

　
次
に
֘
当
す
る
場
合
は
、
申
ࠂ

ॻ
を
ఏ
ग़
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

ࡶ
छ
地
・
ࢁ
ྛ
・
ݪ

な
ど
、

住

用
地
以
外
の
土
地
に
住


を
৽
ங
し
た

・ 

家

の
全
部
ま
た
は
一
部
の
用

్
を
ม
ߋ
し
た
（「
ళ
ฮ
や
ࣄ

務
所
を
住

に
し
た
」「
ళ
ฮ

な
ど
の
一
部
を
住

に
し
た
」

な
ど
）

・ 

土
地
の
ར
用
状
گ
を
ม
ߋ
し
た

（
住

用
地
の
一
部
を
ି
し
ற

車
場
に
し
た
と
き
な
ど
）

ॅ

用

ͱ
は

　
住

と
し
て
使
用
す
る
家

の

ෑ
地
で
す
。

場
・

ݿ
・
ళ
ฮ
・

ࣄ
務
所
な
ど
の
ෑ
地
は
֘
当
し
ま

せ
ん
。

ॅ

用

の
ܰ
ݮ


２
０
０
ฏ
ถ
以
下　
　

（
小
ن
模
住

用
地
）

・
ݻ
定
ࢿ
産
੫
̒
分
の
１
に
軽
ݮ

２
０
０
ฏ
ถ
を

え
る
部
分

（
一
ൠ
住

用
地
）

・
ݻ
定
ࢿ
産
੫
３
分
の
１
に
軽
ݮ

※ 

い
ͣ
れ
も
՝
੫
ඪ
४
ֹ
を
軽
ݮ

す
る
ા
ஔ
で
す
。
住

用
地
に

ݐ
つ
家

の
૯
চ
໘
ੵ
の
10
ഒ

ま
で
を
限

と
し
ま
す

Ո

の
औ
り
յ
͠
ỏ
所
༗
者
の
ม

ߋ
͕
͋
ỳ
ͨ
Β
ಧ
͚
ग़
Λ

　
ݻ
定
ࢿ
産
੫
は
、
１
月
１
日
ݱ

在
の
所
༗
者
に
՝
੫
さ
れ
ま
す
。

　

家

を
औ
り
յ
し
た
場
合
は
、


れ
ͣ
に
ಧ
け
ग़
し
て
く
だ
さ

い
。

ొ
ه
͞
Ε
ͯ
͍
ͳ
͍
ະ
ొ
ه
Ո


ʹ
ͭ
͍
ͯ

　
相
ଓ
、
ച
ങ
、
ଃ
༩
な
ど
で
所

༗
者
が
ม
わ
っ
た
場
合
は
「
家


所
༗
者
（
ݖ
）
の
ม
ߋ
ಧ
」
を
ఏ

ग़
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ಧ
け
ग़
が
な
い
と
、
՝
੫
が
ܧ

ଓ
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
ࠂ
ॻ
・
ಧ
ఏ
ग़
ઌ

　
੫
務
՝
、
大
和
・
塩
沢
市
民
セ

ン
タ
ー

ॅ

༻

ͳ
Ͳ
の
ར
༻
ঢ়
گ

ม
ߋ
に

う
手
ଓ
͖

【
問
合
せ
・
申
ࠂ
・
ಧ
】

　
੫
務
課 

ࢿ
࢈
੫
班

☎
７
７
３
‐
６
６
６
８

交通規制情報
県道桐沢麓五日町停車場線・市道五日
町線で車両通行止めを行います
【問合せ】下水道課 下水道工務係

　☎７７４－２７４０ 

　老朽化した下水道マンホール蓋の交換工事
に伴い、県道桐沢麓五日町停車場線・市道五
日町線の車両通行止めを行います。
　工事が完了するまで通行止め区間は通り抜
けできません。ご注意ください。

期間　11月21日㈯
規制時間　8：30～17：00
規制内容　車両全面通行止め（歩行者通行可）

通行止め区間

五
日
町
駅

五日町駐在所

古川橋

麓方面

長
岡
方
面

湯
沢
方
面
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エム ユー ネクスト

次世代につなげる企業からのメッセージ

シリーズで、市が誇る優れた技術や人物などを有する企業を紹介します

今の仕事や職場について語ってもらいました
次世代につなぐ職員　宮﨑さよ さん

シリーズ⑭
社会福祉法人　石打福祉会
地域密着型　特別養護老人ホームɹඦՖԂ
〒949‐6371　南魚沼市関852番地
☎783‐5200　FAX 783‐5202

「利用者の喜びが職員の喜びと誇りです」を理念に
　特別養護老人ホーム百花園（定員29人）は平成25年に開設し、「住み慣れた地域でいつまでも生活でき
るように」をモットーに、地域密着型サービスを提供しています。市民を入居対象者としており、居室は
すべて個室で、10人までの少人数を単位に、専属の介護士が一人ひとりのニーズに答え、入居者の「暮らし」
を一緒に作ることを大切にしながら日々のケアにあたっています。また、施設内にショートステイ百花園（定
員18人）を併設し、主に南魚沼市と湯沢町在住の人が利用しています。
　当法人では、職員一人ひとりのライフプランに合わせた働き方改革として、短時間勤務を実施したり、
育児中の母親や高齢者などにも働きやすい職場環境を整えています。また、半年ごとのリフレッシュ休暇
を導入し、職員の自己啓発や慰労を推進しています。今年度はインターネット配信による研修を導入し、
未経験の人にも介護の基本から学べる体制を整備しました。就職を希望する人の連絡をお待ちしています。

Ｑ　介護の仕事をするきっかけは何ですか。
　人と接することが好きで、子どものころからボ
ランティアの募金活動などに参加していました。
高校生の時には福祉部に所属し、介護施設向けに
カレンダーを作成したりしていました。高校在学
中にヘルパー２級の資格を取得し、それを活かし
たいと思い現在の職場に就職しました。
Ｑ　仕事の内容や、勤務体制を教えてください。
　ベッドから車いすへの移乗や着替え補助、食事
や入浴、排せつの介助や、入居者が楽しめるレク
リエーションの企画などをしています。夜勤は月
に５回程度あり、シフト制で週３～４日の勤務で
す。
Ｑ　仕事の魅力や、やりがいを教えてください。
　「ありがとう、あなたがいてくれて良かった」
などと感謝の言葉を言われると、本当にうれしい
です。

　最近、これまでより自立度が高い人の担当にな
りました。小さなことですが、例えば献立表を大
きく見やすくしたり、おやつなどを自分で選んで
もらうなどの工夫をしたことで、会話のきっかけ
になったり、笑顔が増えたと感じました。自分が
やれるところから、どんどんやっていきたいと思
っています。
Ｑ　仕事の中でどんな時が大変ですか。
　利用者が不安になったり、困っている時に、ど
のように対応したらよいか、何が正解なのか分か
らない時が大変です。介護の方法は、時代ととも
に変わっています。高校で勉強したことと違うや
り方になり、教科書どおりにはいかないことばか
りで難しいと感じます。その時は１人で悩まず、
先輩に相談したり、多職種で連携し、その人に合
ったケアを少しずつ試みながら進めていきます。
Ｑ　今後の目標を聞かせてください。
　介護の仕事は大変なことがたくさんあります
が、人と関わる仕事なので学ぶことやうれしいこ
と、この仕事をして良かったと思えることがたく
さんあります。マイナスなイメージばかりクロー
ズアップされることが多いですが、良い所がある
ことを多くの人に知ってもらい、少しでも介護の
仕事に興味を持ってもらえるとうれしいです。
　将来的には、ケアマネジャーの資格を取りたい
と考えています。
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·なͼのͻΖ

ς
ồ
Ϛ
ల
ࣔ

　
　
　

ủ
৯
Ứ
を
ಡ
Ή

　
食
ཉ
の
秋
。
お
い
し
い
食
べ
物

を
め
͙
る
物
語
、
Τ
ỽ
セ
イ
な
ど
、

ಡ
ん
で
「
食
」
を
ָ
し
む
ຊ
を
ू

め
ま
し
た
。

ຊ
ʷ
ඒ
ज़

　
ܳ
ज़
の
秋
。
ඒ
ज़
館
に
行
っ
た

気
分
に
な
れ
る
ຊ
、
ア
ー
ト
ؑ

、

入

ॻ
や
「
ඒ
ज़
」
を
ς
ー
マ
に

し
た
小
આ
な
ど
を
ల
ࣔ
し
ま
す
。

ຊ
で
ඒ
ज़
の
世
界
を
ָ
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

会
場
　
ਤ
ॻ
館 

多
目
త
ࣨ

対
象
　
一
ൠ
・
高
齢
者

定
員
　
30
人
（
先
ண
ॱ
）

̙
̫
̙
্
ө
ձ

ủ
名
ݘ
ϥ
ỽ
γ
ー
Ứ（
90
分
）

　
イ
Ϊ
リ
ス
の
小
さ
な

߭
の
ொ

で
ָ
し
く

せ
に

ら
し
て
い
た

গ
年
ジ
ョ
ン
と
Ѫ
ݘ
ラ
ỽ
シ
ー
に

ਏ
い
ࢼ
࿅
が
や
っ
て
དྷ
ま
す
。

　
世
界
名
࡞
ܶ
場
の

݁
൛
を
お

ָ
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
28
日
㈯

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場
　
ਤ
ॻ
館 

多
目
త
ࣨ

対
象
　
子
ど
も
・
一
ൠ

定
員
　
30
人
（
先
ண
ॱ
）

ֆ
ຊ
ͷ



　
ೕ
幼
ࣇ

け
の
ָ
し
い
ֆ
ຊ
の

ಡ
み
ฉ
か
せ
を
行
い
ま
す
。

期
日
　
ຖ
ि
ਫ
༵
日

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
場
　
ਤ
ॻ
館 

ࣇ
ಐ
コ
ー
ナ
ー

内
容
　
パ
ω
ル
シ
ア
タ
ー
「
い
な

い
い
な
い
ば
あ
」
な
ど

対
象
　
ೕ
幼
ࣇ
・
保
ޢ
者

ग़
ԋ
　
;
う
せ
ん
の
会

͓

ͳ
͠
ͷ
͡
͔
Μ

日
時
　
11
月
８
日
㈰

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
場
　
ਤ
ॻ
館 

ࣇ
ಐ
コ
ー
ナ
ー

対
象
　
ೕ
幼
ࣇ
・
保
ޢ
者
΄
か

ಡ
ॻ
ͷ
ͭ
Ͳ
͍

͓
は
ͳ
͠
の
ͤ
か
い
を
の
ͧ
い
ͯ

Έ
Α
う

日
時
　
11
月
21
日
㈯

・
幼
ࣇ

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時

・
小
学
生
（
年
長
さ
ん
も
）

　
午
後
２
時
～
２
時
30
分

会
場
　
ਤ
ॻ
館 

多
目
త
ࣨ

ς
ー
Ϛ
　
お
は
な
し
の
せ
か
い

内
容
　
Τ
ϓ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
「
３

ͼ
き
の
こ
Ϳ
た
」、
ຊ
の
紹
介

΄
か

対
象
　
幼
ࣇ
・
小
学
生
・
保
ޢ
者

΄
か

ೕ
༮
ࣇ

ࢠ
͓

ͳ
͠
ͷ
ձ

ủ
͑
΄
Μ
Ͱ
͋
ͦ
΅
Ứ

ࢦ
ε
λ
ン
ϓ
Ͱ
ઇ
ͩ
Δ
·
を
つ
͘

Ζ
う

　
も
う
す
͙
ઇ
が
降
っ
て
く
る
ʂ

自
分
だ
け
の
ઇ
だ
る
ま
を
࡞
っ
て

み
よ
う
。

ク
ϩ
ー
ζ
Ξ
ỽ
ϓ
ủ

ࣄ
ਓ
Ứ

　
ۈ
労
ײ
ँ
の
日
に
ͪ
な
ん
で
、

࡞
家
、
料
理
人
、
ݐ
ங
家
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
分

の
「

ࣄ
人
」
の

ຊ
を
紹
介
し
ま
す
。

ࣄ
人
の


い
ಇ
き
͟
ま
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ỽ

ϓ
。
　

　

病
༧
防

　
11
月
14
日
㈯
は
世
界


ප

σ
ー
で
す
。


ප
を
予
防
す
る

ຊ
、
改
ળ
す
る
た
め
の
食
ࣄ
療
๏

に

立
つ
レ
シ
ϐ
や
運
動
に
つ
い

て
の
ຊ
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　ֆ
ຊ
の
日

　
11
月
30
日
㈪
の
ֆ
ຊ
の
日
に
合

わ
せ
、
ֆ
ຊ
の
Ψ
イ
ド
ϒ
ỽ
ク
、

த
学
生
・
高
校
生
や
大
人
に
も
ָ

し
め
る
ֆ
ຊ
を
用
意
し
ま
し
た
。

自

で
の
ಡ
み
ฉ
か
せ
に
お
す
す

め
の
ֆ
ຊ
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ϓ
ラ
ν
ナ
σ
Π

̙
̫
̙
্
ө
ձ

ủ
ঊ
の
ੈ
ք
ɹ
છ
৫
ࣣ
Ứ（
52
分
）

　「
ઇ
த
に
৫
る
」
ӽ
後
上

と
、

「
家
族
の
৺
を
ひ
と
つ
に
৫
る
」

݁

௹
の
２
ຊ
を
上
ө
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
26
日
 

　
午
前
11
時
～
11
時
55
分

ೆڕপࢢ  月～金９：30～20：00（土 日 19：00まで）　
休館：５日㈭、19日㈭（図書整理日）

େɹ   ☎777-4671火～日 ９：00～ 19：00 
休館：２日㈪、９日㈪、16日㈪、24日㈫、30日㈪

Ԙɹ   ☎782-0100　９：00～ 20：00 
（月 土 日 17：00まで）

��݄ͷ։ؗ࣌

みんなの図書館
【申込み・問合せ】南魚沼市図書館   ☎773 6̶677

日
時
　
11
月
20
日
 

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場
　
大
和
公
民
館

内
容
　
手
ା
人
ܗ
、
ま
ん
ま
る

ͪ
Ỵ
ん
、
ֆ
ຊ
、
パ
ω
ル
シ
ア

タ
ー
、
手
༡
ͼ
、
歌
、

࡞
な

ど
対
象
　
ೕ
幼
ࣇ
と
保
ޢ
者
΄
か

費
用
　
無
料

申
込
み
　
電
話
か
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ

ン
タ
ー
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
参
加
人

に
よ
っ
て
は
当

日
参
加
も
Մ
）

८
ճ
ਤ
ॻ
ỏ͝
ར
༻
͘
ͩ
͞
͍

　
10
月
15
日
 
に
大
和
ਤ
ॻ
ࣨ
の

巡
回
ਤ
ॻ
を
２
０
０

入
れ
ସ
え

ま
し
た
。

　
次
回
、
塩
沢
ਤ
ॻ
ࣨ
11
月
19
日

 
に
入
れ
ସ
え
予
定
で
す
。

͝
ް
ҙ
に
ײ
ँ
͠
·
͢

　
৽
ׁ
県
労
ಇ
ۚ
ݿ

日
ொ
支
ళ

様
か
ら
子
ど
も
た
ͪ
に
׆
用
し
て

΄
し
い
と
、
防
災
や

ڥ


な

ど
を
ς
ー
マ
に
15

の
ຊ
を
ご
د

ଃ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
ް
意
に
Ԋ
う
よ
う
、
༗
ޮ
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係
〒949-6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773 6̶620　スポパラ☎773 3̶210

��݄ͷؗٳɹ
̎ ɺ̕ ɺ�� ɺ
�� ɺ�� 

σΟεϙʔτೆڕপ

εϥοΫϥΠϯߨशձ
　ベルトの上でバランスをとるスポーツ「スラッ
クライン」の講習会を開催します。遊び感覚でま
ずはベルトの上で片足で立つ練習から始めてみま
せんか？
日時　11月18日㈬　17：30 ～ 18：30（雨天中止）
対象　５歳（年長）児以上（大人も大歓迎）
定員　10人（先着）　
受講料　会員：無料、一般：200円
※別途、施設利用料100円が必要（定期券可）
持ち物　運動着、屋外用シューズ、タオル、飲み物
※ 今季のスラックラインパークは11月30日㈪で
閉場します（降雪状況により変更の場合あり）

τϨʔχϯάϚγϯ༻๏ߨशձ
　気温が下がり、日暮れも早くなりました。明る
く快適な室内で「マシンウォーキング」と「筋力
アップ」をしませんか？マシンは、どなたでも簡
単に利用できます。
日時　11月29日㈰　12：00 ～ 13：30
対象　中学生以上　　定員　６人（先着）
受講料　会員：無料、一般：200円
※別途、施設利用料300円が必要（定期券可）
持ち物　運動着、室内用シューズ、タオル、飲み物

共通事項
申込み　ディスポート南魚沼（電話申込み可）

ୈ
1ý
ճ
南
魚
沼
市
ғ
ޟ
ɾ

ক
ع
େ
ձ 

ࢀ
Ճ
ऀ
ื
集
ɾ

ॳ
৺
ऀ

ܴ

【
問
合
せ
】
ғ
ޟ
・
ক
ع
େ
会

࣮
ߦ
ҕ
員
会
事
務
）ہ
社
会

ڭ
ҭ
課 

ੜ
֔
ֶ
श
班
）

　
☎
７
７
３
‐
６
６
１
０

日
時　
11
月
22
日
㈰
（
受

⽅
午

前
９
時
～
９
時
30
分
、
時
間
ݫ

क
）

会
場　
;
れ
Ѫ
支
援
セ
ン
タ
ー

ࢀ
Ճ
費　

　
高
校
生
以
上 

１
⁌０
０
０
円
、

த
学
生
以
下 

５
０
０
円

※
ன
食
代
を
ؚ
む
、
当
日
ू
ۚ

申
込
み　
各
公
民
館
に
申
込
ॻ
を

ご
ఏ
ग़
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

締
切
り　
11
月
16
日
㈪　
午
後
５

時市
ຽ

͚
Φ
ン
ϥ
イ
ン
ߨ
࠲

～
自

Ͱ
ମ
ݧ
ʂ
Ϥ
Ψ
ڭ
ࣨ
～

【
問
合
せ
】
社
会
ڭ
ҭ
課 

ੜ
֔

ֶ
श
班　

　
☎
７
７
３
‐
６
６
１
０

　
ビ
σ
Φ
会
議
ア
ϓ
リ「
ズ̯
ー
Ϝ̾̾
̼
」

を
׆
用
し
て
自

か
ら
参
加
す
る

Φ
ン
ラ
イ
ン
講
࠲
「
Ϥ
Ψ
・
ル
ー

シ
ー
ダ
ỽ
ト
ン
」
を
開
催
し
ま
す
。

端

を
用
意
の
う
え
、
自

か
ら

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
20
日
 
、
27
日
 

　
午
後
７
時
30
分
～
９
時
（
ミ
ー

ς
ỹ
ン
ά
入
⽅ࣨ午
後
７
時
～
）

ࢀ
Ճ
費　
無
料

ߨ
　ࢣ

　ؔ
ઍ
ܙ
子
さ
ん
（
講
࠲

ิ
ॿ
⽅
Ѫ
南
魚
沼
み
ら
い
क़
ス

タ
ỽ
ϑ
）

対
象　
市
内
在
住
で
̯
̾
̾
̼
の

ج
ຊ
ૢ
࡞
が
で
き
る
人

定
員　
各
回
15
人
（
先
ண
ॱ
）

内
容　
Ϥ
Ψ
・
ル
ー
シ
ー
ダ
ỽ
ト

ン
申
込
期
ؒ

　
11
月
４
日
 
～
18
日
 

申
込
み　
ઐ
用
ϑ
Ỽ
ー
Ϝ
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ͦ
の
ଞ　

・
ඞ
ͣ
̯
̾
̾
̼
の
ア
ϓ
リ
を
イ

ン
ス
ト
ー
ル
ࡁ
み
の
端

（
ス

マ
ー
ト
ϑ
Ỽ
ン・タ
ϒ
レ
ỽ
ト・

パ
ι
コ
ン
の
い
ͣ
れ
か
）
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

・
参
加
に
ඞ
ཁ
な
ミ
ー
ς
ỹ
ン
ά

̞
̙
な
ど
は
、
申
込
み
後
に
社

会
教
育
՝
か
ら
送

し
ま
す
。

※
ৄ
し
く
は
、
市
ウ
ỻ
ϒ
サ
イ
ト

（「
̯
̾
̾
̼
Φ
ン
ラ
イ
ン
講

࠲
」
で
ݕ
ࡧ
）
を
ご
ཡ
に
な
る

か
、
社
会
教
育
՝
ま
で
お

い

合
わ
せ
く
だ
さ
い


ே

に
Α
Δ
፮
க


を

ߟ
͑
Δ
८
ճ
パ
ω
ル
ల
の
։
࠵

【
問
合
せ
】
市
民
課

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
１

　
፮
க


や
特
定
ࣦ
᪨
者
の



に
つ
い
て
、
理
解
と
ؔ
৺
を
ਂ

め
て
も
ら
う
た
め
、
৽
ׁ
県
と
ڞ

催
で
巡
回
パ
ω
ル
ల
を
開
催
し
ま

す
。

　
፮
க


の
解
ܾ
に
は
、
み
な

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
解
ܾ
を
ئ
う


が
、
な
に
よ
り
も
ڧ
い
ྗ
に
な

り
ま
す
。

։
࠵
期
ؒ

　
11
月
10
日
 
～
29
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

会
場

　

市
民
会
館
２
֊ 

市
民
Ϊ
ャ
ラ

リ
ー

ల
ࣔ
内
容

　
ԣ
ా
め
͙
み
さ
ん
、
ી
զ
ひ
と

み
さ
ん
の

・
ミ
Ϥ
シ
さ
ん
な
ど

፮
க
ඃ

者
や
特
定
ࣦ
᪨
者
の
ࣸ

ਅ
パ
ω
ル

50
点
΄
か

ೖ
場
ྉ　
無
料
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։ؗ��पه೦ʮനͱࠇͷࢻʯ
期間　11月24日㈫まで
։ؗ��पه೦ʮ৽ॴଂͱւಓͷ෩ܠʯ
期間　11月28日㈯～令和３年３月16日㈫
　富岡惣一郎の初公開となる寄贈作品や、北海道の
風景を中心に初期の抽象画から色彩を用いて描いた
晩年の作品まで年代順に展示します。
ϥϯδల��݄ʦ؍ཡແྉʧ
南魚沼の風景　井口　亘

わたる

さん（城内出身）が描いた
南魚沼の風景を展示。

トミオカホワイト美術館

☎775̶3646　FAX 775̶3650　URL http://www.6bun.jp/white/
￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館９：00～17：00（入館終了16：30）
11月休館：毎週水曜日、26日㈭、27日㈮

市民無料の日：８日㈰、28日㈯

　新型コロナウイルスの影響により、開館時間などが変更になる場合があります。詳しくは各施設にお問い合
わせください。

常設展　～彫る 摺
す
る 画

か
く～「棟方志功の世界」

企画展　期間　11月15日㈰まで
ඒ͖͠ຊͷ෩ܠ
　葛飾北斎を始め、歌川広

ひろ

重
しげ

、横山大
たい

観
かん

、片岡球
たま

子
こ

など当館が所蔵する巨匠たちの作品が登場します。
ೆࠃͷຎᨈෆٞࢥͳੈքʢηϐοΫΞʔτʣ
　今ではパプアニューギニアからの持ち出しが禁止され
ている貴重な民族美術のコレクションを多数展示します。

今泉記念館アートステーション

☎783̶4500　FAX 783̶3388　
URL http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan/
￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館9：00～17：00（入館16：30まで）
11月の休館：16日㈪～20日㈮

ୈ��ճ Ϧίʔμʔίϯαʔτ
　市民会館リコーダー教室、ビギナーズリコーダー
クラブのみなさんによる恒例のコンサートです。
　リコーダーの優しい音色をお届けします。気軽に
おこしください。
日時　11月29日㈰　14：00 ～（開場13：30）
会場　市民会館 多目的ホール
指揮・指導　根津江美子
出 演　南魚沼市民会館リコーダー教室、ビギナーズ
リコーダークラブ参加者

入場料　無料（全席自由）

南魚沼市民会館

☎773̶5500　FAX 772̶8161　
URL http://www.6bun.jp/kaikan/

受付８：30～17：15
11月の休館：２日㈪、９日㈪、16日㈪、24日㈫、30日㈪

ӽઇේ͍Ζ͔Δ͔ͨΒ
「うゐのおくやま」の「ゐ（い）」
「異獣さん　おにぎりの

　　　お礼に　人助け」
　山で全身毛むくじゃらの大男
（異獣）と出くわすことがありま
す。おにぎりが好きで、あげると
お礼に荷物を運んでくれました。

鈴木牧之記念館

☎・FAX 782̶9860　URL http://www.6bun.jp/bokushi/
￥大人500円/小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館9：00～16：30
11月の休館：10日㈫、17日㈫、24日㈫

ୈ�ճ�ീ৭ͷͷඒज़లʴീ৭ͷͷࢠͲ
ֆըల����
期間　11月29日㈰まで
　国内外で活躍する現代美術の作家33人と南魚沼
市内の児童生徒の作品を共同展示する他に類をみな
い美術展です。４年連続の開催です。
11月29日㈰
・ 10：00 ～ 12：00　シンポジウム「美術館を哲学
しよう」

・ 13：00 ～ 15：00　出品作家による車座シンポジ
ウム「かたちになる力って何？」

参加料　500円（入館料込み）

池田記念美術館

☎780̶4080　FAX 777̶3815　URL http://www.ikedaart.jp
￥一般500円／高校生以下無料

開館９：00～17：00（入館終了16：30）
11月の休館：毎週水曜日、30日㈪
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��݄ͷྍॴ�ྍ୲ҩࢣʢ༧ఆදʣ
受付・診療時間  午前：月曜～土曜　〔受付〕 8：30 ～ 11：30　〔診療〕 9：00 ～
 午後：月曜～金曜　〔受付〕11：30 ～ 16：00　〔診療〕14：00 ～
◆5日㈭、20日㈮は田中先生の診療です。 【問合せ】城内診療所　☎775̶2009

月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日

◎来院時はマスクの着用をお願いします。
◎城内診療所では、自宅まで無料で送迎（午前のみ）します。電話か窓口でお申し込みください。

1日
休診

2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日
髙　橋 休診 髙　橋 ◆田　中 髙　橋 休診 休診
9日 10日 11日 12日 13日 14日 15日
髙　橋 田　中 松　田 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休診
16日 17日 18日 19日 20日 21日 122日
髙　橋 田　中 髙　橋 髙　橋 ◆田　中 休診 休診
23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日
休診 田　中 松　田 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休診
30日 ・ インフルエンザ予防接種を実施しています。詳しくは、市ウェブサイト（「城内

診療所」で検索）をご覧になるか、お問い合わせください。髙　橋

【
問
合
せ
】

　
社
会
ڭ
ҭ
課 
จ
Խ
ৼ
ڵ
班

☎
７
７
３-

３
７
５
６ 95

ど
を
ܦ
༝
し
ؼ
ண
す
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。
立
ͪ
د
っ
た
各
地
で
豊

Ҵ
ՙ
を
は

じ
め
と
し
て
、
名
ݹ



、
ҏ

ਆ
ٶ
、

౦
大
ࣉ
、
高

ࢁ
、
ળ
ޫ
ࣉ
な
ど
の
多
く

の
名
所
を
๚
れ
て
い
ま
す
。

　
記
さ
れ
た
日

か
ら
行
ఔ
や
ཁ
し
た
日


を

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
ଞ
、

ڑ

や
はཱྀ
た
ご

代
、
食
ࣄ
の
අ
用
・
内
༰
、

参
ഈ
し
た
ਆ
社
や
見
学
し
た
際
の
ײ

な

ど
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
記


す
る
こ
と
で
、
次
の
ཱྀ
行
を
ܭ
ը
す
る

際
の
ཱྀ
行
Ψ
イ
ド
に
も
な
り
ま
し
た
。

ࣸ
ਅ
１
　
҆

４
年
݀
地
৽
ా
த
ᖒ
ழ
٢

の
ứ
ಓ
த
記
Ừ
と
ứ
ҏ

ޚ
参
ٶ
ᰫ
別

覚
ா
Ừ

（
南
魚
沼
市
所
ଂ
）

ụ
参
考
ࢿ
料
Ủ　ứ
大
和
ொ
の
ۙ
世
Ừ

࢙
ྉ

հ
『�

ಓ
த
記
』

　
ߐ
ށ
時
代
に
֗
ಓ
が

උ
さ
れ
、
॓
Ӻ

が
ઃ
け
ら
れ
る
と
各
地

の
ཱྀ
が
༰
қ
に

な
り
ま
し
た
。
จ
Խ
・
จ

期
（
１
８
０

４
年
～
１
８
３
０
年
）
の
こ
ろ
に
は
、
ཱྀ

行
を

ࡐ
に
し
た
ಓ
த
記
（
ཱྀ
日
記
）
や

ු
世
ֆ
の
ग़
൛
が

ん
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
ॸ
民
の
間
に
も
ཱྀ
ϒ
ー
Ϝ
が
起
こ

り
ま
し
た
。
代
表
త
な
ཱྀ
先
は
ҏ

参
ٶ

で
、
ঁ
ੑ
に
は
ળ
ޫ
ࣉ
ܮ
で
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　
南
魚
沼
に
も
い
く
つ
か
の
ಓ
த
記
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、
҆

４

（
１
８
５
７
）年
の
த
ᖒ
ழ
٢ờ
݀
地
৽
ా
Ở

に
よ
る
ҏ

参
ٶ
の
ứ
ಓ
த
記
Ừ
が
あ
り

ま
す
。（
ࣸ
ਅ
１
）

　
҆

４
年
１
月
25
日
の
ग़
発
か
ら
、
３

月
11
日
に
ؼ
ண
す
る
ま
で
の
46
日
間
に
ٴ

Ϳ
ཱྀ
行
の
日
記
で
す
。
こ
の
ཱྀ
の
行
ఔ
は

ࡾ
国
֗
ಓ
か
ら
ົ
義
、
軽
Ҫ
沢
、
ҏ
ಹ
、

名
ݹ

な
ど
を
通
り
ୈ
１
の
目
త
地
で
あ

る
ҏ

に
ଓ
い
て
、
ಸ
ྑ
、
高

ࢁ
、
大

ࡔ
、
ژ

、
த


、
দ
ຊ
、
ળ
ޫ
ࣉ
な
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子宮頸がん検診受診率割合（20～ 69歳）
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ೕ
が
Μ
ɾ
子
ٶ
ᰍ
が
Μ
ݕ


【
問
合
せ
】
保
健
課

　
☎
７
７
３
‐
６
８
１
１

ೕ
͕
Μ
ͱ
は

　
ೕ
が
ん
は
、
ೕ
頭
か
ら
์
ࣹ
ઢ
状
に
広

が
る
ೕ
થ
に
で
き
る
が
ん
で
す
。
ೕ
が
ん

が
ਐ
行
す
る
と
、
ೕ

に
え
く
΅
（
く
΅

み
）
が
で
き
る
、
ೕ
頭
か
ら
分
ൻ
物
が
ग़

る
な
ど
の

状
が
あ
り
ま
す
。

݄
１
ճ
は
セ
ϧ
ϑ
ν
ỻ
ỽ
Ϋ

　
ओ
に
マ
ン
Ϟ
ά
ラ
ϑ
ỹ
ݕ
診
や
自
己
発

見
（
セ
ル
ϑ
チ
ỻ
ỽ
ク
や
自
覚

状
）
で

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
ೕ
が
ん
は
自
分
で
発
見
で
き
る
Մ

ੑ

の
高
い
が
ん
で
す
。
月
１
回
は
自

の
ೕ


を
触
り
、
ม
Խ
が
な
い
か
チ
ỻ
ỽ
ク
を

す
る
こ
と
が
ॏ
ཁ
で
す
。
セ
ル
ϑ
チ
ỻ
ỽ

ク
で
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
が
ん
を
ૣ
期
に

発
見
で
き
る
の
が
マ
ン
Ϟ
ά
ラ
ϑ
ỹ
ݕ
診

で
す
。

子
ٶ
ᰍ
͕
Μ
ͱ
は

　
子
ٶ
ᰍ
が
ん
は
、
子
ٶ
の
入
り
口
で
あ

る
子
ٶ
ᰍ
部
に
で
き
る
が
ん
で
す
。

　
ώ
ト
パ
ϐ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の
ײ
છ
が

ؔ
࿈
し
て
お
り
、
உ
ঁ

わ
ͣ
、
ੑ
交
ব

で
ײ
છ
し
ま
す
。
多
く
の
場
合
は
、
自


の
໔
Ӹ
に
よ
り
ウ
イ
ル
ス
が
ഉ
আ
さ
れ
ま

す
が
、
ま
れ
に
ഉ
আ
さ
れ
ͣ
に
ײ
છ
が
ଓ

く
こ
と
で
が
ん
Խ
し
ま
す
。

子
ٶ
ᰍ
͕
Μ
は
若
年
者
で
૿
͑
ͯ
͍
Δ

　
ঁ
ੑ
な
ら
誰
で
も
か
か
る
Մ

ੑ
の
あ

る
が
ん
で
す
が
、
30
～
40
歳
代
に
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
࠷
ۙ
で
は
、
20
歳
代
の
ঁ
ੑ

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ॳ
期
の
子
ٶ
ᰍ
が
ん
は
、
自
覚

状
が

΄
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ٶ
ᰍ
が
ん
ݕ

診
は
、
が
ん
が
あ
る
か
ど
う
か
だ
け
で
な

く
、
が
ん
に
な
る
前
の
ࡉ
๔
の
ҟ
ৗ
も
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
が
ん
に
な
る
前
の
ࡉ
๔
の
ҟ
ৗ
は
、
改

ળ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
見
つ
か
っ
た

場
合
は
、
定
期
త
に
ܦ
ա
؍

を
す
る
こ

と
で
、
ૣ
い
段
֊
で
の
が
ん
࣏
療
に
つ
な

が
り
ま
す
。

日
本
は
ݕ
診
の
後
ਐ
国
ͱ
も
͍
Θ
Ε
·
す

　
日
ຊ
の
が
ん
ݕ
診
受
診

を
先
ਐ
国
と

ൺ
べ
る
と
、
受
診

は

い
の
が
ݱ
状
で

す
。

　
ೕ
が
ん
も
子
ٶ
ᰍ
が
ん
も
、
ૣ
期
に
࣏

療
す
れ
ば
ܦ
ա
や
回
෮
の
ྑ
い
が
ん
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
合
ซ

の
༗
無
や

৷
の

ر

な
ど
を
౿
ま
え
て
、
࣏
療
ํ
๏
を
考

え
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ૣ
期
発
見
の
た
め
に
も
２
年
に
１
回
の

ݕ
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

引用：経済協力開発機構（OECD）図表でみる医療2015年版

乳がん検診受診率割合（50～ 69歳）
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ห
ޢ
࢜
に
Α
Δ
ແ
ྉ
๏

૬
ஊ

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
費
ੜ
׆
セ
ン
タ
ー

　
☎
７
７
２
‐
２
５
４
１

　
マ
ル
チ

๏
や
ࢿ
֨

๏
に
よ

る
消
අ
者
ト
ラ
ϒ
ル
、
多
ॏ
࠴
務
、

不
動
産
、
相
ଓ
、

ࠗ
な
ど
の
๏




に
、
ห
ޢ
࢜
が
無
料
๏


相
談
を
ຖ
月
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時　
11
月
19
日
 

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場　
ຊ
ி
ࣷ 

南
分
館
１
֊ 

　
消
අ
生
׆
セ
ン
タ
ー

定
員　
５
人

※
相
談
時
間
は
１
人

30
分

申
込
み　
電
話
で
ご
予

く
だ
さ

い
。

※
ห
ޢ
࢜
と
の
相
談
時
間
を
༗
ޮ

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
һ
が
֓
ཁ
を

い
ま
す

締
切
り　
11
月
18
日
 
　
正
午

　
消
අ
生
׆
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

ॏ
࠴
務
も
ؚ
め
、
消
අ
者
ト
ラ
ϒ

ル
の
相
談
に
Ԡ
じ
ま
す
。

ۙ
な

相
談
૭
口
と
し
て
、
気
軽
に
ご
ར

掲
示
板

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

用
く
だ
さ
い
。

魚
沼
ς
ク
ϊ
ε
ク
ー
ル

12
月
ೖ
ߍ
生
ड
ߨ
ऀ
ื
集

【
問
合
せ
】
৽
ׁ
ݝ
ཱ
魚
沼
ς

Ϋ
ϊ
ε
Ϋ
ー
ϧ

☎
０
２
５
‐
７
９
４
‐
２
４
１
０

事
務
ج
本
科
２
期

対
象　
パ
ι
コ
ン
ૢ
࡞
・
ι
ϑ
ト

の
ج
ຊ
や
ビ
ジ
ω
ス
マ
ナ
ー
を

学
ͼ
、
就
৬
を
ر

す
る
人

期
　ؒ
12
月
９
日
 
～
令
和
３
年

３
月
８
日
㈪
（
土
・
日
༵
日
、

ॕ
日
、
12
月
28
日
㈪
～
令
和
３

年
１
月
３
日
㈰
を
আ
く
）

時
　ؒ
午
前
９
時
～
午
後
３
時
40

分
会
場　

Ａ
̗
̘
魚
沼
研
म
セ
ン

タ
ー
ờ
魚
沼
市
小
ग़
ౡ
Ở

定
員　
15
人

費
用　
無
料
（
ς
キ
ス
ト
代
、
ݕ

定
料
な
ど
の
自
己
ෛ
担
あ
り
）

締
切
り　
11
月
18
日
 

申
込
み　
ハ
ロ
ー
ϫ
ー
ク
南
魚
沼

市

の
ا
ۀ
ɾ
ब
৬

ใ

【
問
合
せ
】
南
魚
沼
市
·
ͪ
ͮ

͘
り
ਪ
ਐ
ػ
ߏ

　
☎
７
７
８
‐
０
５
１
１

　
৽
ଔ
や
̪
タ
ー
ン
な
ど
で
市
内

に
就
৬
を
ر

し
て
い
る
人
の
た

め
に
、
南
魚
沼
市
ま
ͪ
ͮ
く
り
ਪ

ਐ
ػ
ߏ
の
ウ
ỻ
ϒ
サ
イ
ト
で
市
内

ا
ۀ
の
会
社
֓
ཁ
と
就
৬

報
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ỽ
ϓ
や
保
ޢ
者

け
の

報
も

ਵ
時
ߋ
৽
し
て
い
ま
す
。
就
৬
׆

動
に
お

立
て

く
だ
さ
い
。

※
ܝ
載
ر

ا
ۀ
も
Ҿ
き
ଓ
き
ื

ू
し
て
い
ま
す
。
ৄ
し
く
は
、

お

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

八
Օ
ト
ン
ω
ル
ɾ
魚
沼
ε
Χ

イ
ϥ
イ
ン
の
ౙ
ظ
ด


【
問
合
せ
】

　
ݐ
ઃ
課 

ҡ
࣋
管
理
班

　
☎
７
７
３
‐
６
６
７
４

　
八
Օ
ト
ン
ω
ル
（
旧
国
ಓ
２
５

３
号
）と
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン（
県

ಓ
ా
沢
小
܀
ࢁ
ઢ
）
の
ౙ
期
ด


に

い
、
Ϝ
イ
カ
ス
ϊ
ー
リ
κ
ー

ト
入
口
～
十
日
ொ
市
八
Օ
間
（
県

ಓ
ా
沢
小
܀
ࢁ
ઢ
と
市
ಓ
八
Օ
ト

ン
ω
ル
ઢ
）
が
全
໘
通
行
止
め
に

な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
国
ಓ
２
５
３
号
八
Օ
ಕ
ಓ
࿏
の


ా
̞
̘
～
八
Օ
̞
̘
を
ご
ར
用

く
だ
さ
い
。

ด

期
ؒ

։
࢝
日
時

　
11
月
16
日
㈪
　
午
前
９
時
～

　（
降
ઇ
の
状
گ
に
よ
り
、
ด


開
࢝
時
期
が
ૣ
ま
る
場
合
あ

り
）

ղ
আ
日
　
令
和
３
年
４
月
下
旬
以

降
解
আ
（
ੵ
ઇ
の
状
گ
に
よ
り
、

解
আ
時
期
が
前
後
す
る
場
合
あ

り
）

ঁ
ੑ
に
ର
͢
Δ

ྗ
を
ͳ
͘

͢
ͨ
Ί
に

【
問
合
せ
・
相
談
】
子
ҭ
ͯ
支

援
課 

͜
ど
も
Ո
ఉ
支
援
班

　
☎
７
７
３
‐
６
８
２
２

　
11
月
12
日
 
～
25
日
 
は
「
ঁ

ੑ
に
対
す
る

ྗ
を
な
く
す
運

動
」期
間
で
す
。
や
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の

ྗ
、
ੑ
൜
ࡑ
・
ੑ

ྗ
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
ҝ
、
ച
ങ
य़
、
人


औ
Ҿ
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
、
ঁ
ੑ
に
対
す
る

ྗ

は
人
ݖ
を
৵

す
る
も
の
で
す
。

　
ࠓ
年

の
ς
ー
マ
は
「
ੑ

ྗ

を
な
く
そ
う
」
で
す
。
ੑ
൜
ࡑ
・

ੑ

ྗ
は
、
ඃ

者
の
৺

に
長

期
に
わ
た
っ
て
ਂ
ࠁ
な
Ө
ڹ
を
ٴ

΅
す
も
の
で
す
。
悩
ん
で
い
る
人

は
、

わ
ͣ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
・
支
援
は
無
料
、
ൿ
ີ
は

ݫ
क
し
ま
す

ੑ

ྗ
ඃ

者
支
援
セ
ン
タ
ー

ʹ
͍
͕
ͨ

☎
０
２
５
‐
２
８
１
‐
１
０
２
０

։
ઃ
日
時　

݄
Ỗ

༵
日（
年

年
࢝
Λ
আ
͘
）　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

金
Ỗ
日
༵
日
ͱ
ॕ
・
ٳ
日

　
午
前
10
時
～
ཌ
日
午
前
10
時

̙
̫
相
談

̙
̫
相
談
φ
Ϗ

☎

ॖ
μ
イ
Ϡ
ϧ「
ˌ
８
０
０
８
」

̙
̫
相
談
（ɹ
ϓ
ϥ
ε
）

☎
０
１
２
０
‐
２
７
９
‐
８
８
９

※
̙
̫
相
談
ʴ
で
ウ
ỻ
ϒ
ݕ
ࡧ

　
̨
̣
̨
・
メ
ー
ル
・
外
国
語
相

談
に
も
対
Ԡ

ܯ

相
談
ઐ
用
ి


☎

ॖ
μ
イ
Ϡ
ϧ「
ˌ
９
１
１
０
」

※
ۓ
ٸ
の
対
Ԡ
が
ඞ
ཁ
な
場
合
は
、

す
͙
に
１
１
０
番
通
報
を
し
て

く
だ
さ
い

女性に対する暴力
根絶のためのシン
ボルマーク
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11
月
は
ủ
࿑
ಇ
อ
ݥ
ద
༻
ଅ

ਐ
ڧ
Խ
ظ
ؒ
Ứ
Ͱ
͢

【
問
合
せ
】

　
খ
ग़
࿑
ಇ
ج
४

ಜ
ॺ

☎
０
２
５
‐
７
９
２
‐
０
２
４
１

　
ϋ
ϩ
ー
ϫ
ー
Ϋ
南
魚
沼

☎
７
７
２
‐
３
１
５
７

　
労
ಇ
保
ݥ
は
、
労
災
保
ݥ
と
ޏ

用
保
ݥ
を
শ
し
た
ڧ
੍
保
ݥ
で
す
。

労
ಇ
者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

ؚ
む
）
を
一
人
で
も
ޏ
用
し
て
い

れ
ば
、
ݪ
ଇ
と
し
て
ۀ
छ
・
ن
模

を

わ
ͣ
労
ಇ
保
ݥ
の
ద
用
ࣄ
ۀ

と
な
り
ま
す
。
ࣄ
ۀ
ओ
は
、
加
入

手
ଓ
き
を
行
い
、
労
ಇ
保
ݥ
料
を

ೲ

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
労
ಇ
保
ݥ
に
加
入
し
て
い

な
い
ࣄ
ۀ
ओ
は
、
労
ಇ
者
が
҆
৺

し
て
ಇ
け
る
৬
場
と
な
る
よ
う
、


や
か
に
࠷
د
り
の
労
ಇ
ج
४


ಜ
ॺ
と
公
ڞ
৬
ۀ
҆
定
所
で
加
入

手
ଓ
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

্
ڃ
ٹ
໋
ߨ
習
の
։
࠵

【
問
合
せ・申
込
み
】
南
魚
沼
市

消
防
本
部 

ܯ
防
課 

ٹ
ٸ
係

　
☎
７
８
２
‐
５
３
３
１

　
普
通
ٹ
໋
講
श
の
内
༰
に
加
え
、

止
݂
๏
、ই
ප
者

理
๏
、外
ই
手

当
の
ཁ
ྖ
や
ൖ
送
๏
な
ど
の
講
義

と
実
ٕ
を
行
い
ま
す
。ॳ
め
て
の
人

も
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
12
日
㈯

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
会
場　
南
魚
沼
市
消
防
ຊ
部
ờ


ມ
Ở

定
員　
20
人

費
用　
無
料

締
切
り　
12
月
５
日
㈯

ͦ
の
ଞ

・
ன
食
は
各
自
で
用
意
く
だ
さ
い

・
受
講
者
に
は
म
了
ূ
を
交

し

ま
す

・
ඞ
ͣ
マ
ス
ク
を
ண
用
し
、
実
ٕ

の
で
き
る


で
お
こ
し
く
だ

さ
い

※
৽
ܕ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ײ
છ

֦
大
防
止
の
た
め
、
த
止
・
Ԇ

期
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ࣄ

前
に
ご
֬
ೝ
く
だ
さ
い


ۀ
ҕ
һ
ձ
ͩ
Α
り
の

ٳ
ɾҙץ
ݟ
ަ

ձ
の
த
ࢭ

【
問
合
せ
】

業
ҕ
員
会

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
４

　
「
食
育
特
ू
」
を
予
定
し
て
い

た

ۀ
ҕ
һ
会
だ
よ
り
（
12
月
1

日
号
）
は
、
৽
ܕ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
ײ
છ
防
止
対
ࡦ
と
し
て
小
学

校
で
の
食
育
ग़
前
授
ۀ
を
த
止
し

た
た
め
、
ٳ
ץ
し
ま
す
。
ま
た
ྫ

年
11
月
ご
ろ
に
開
催
し
て
い
る

「
ঁ
ੑ

ۀ
者
と
の
意
見
交

会
」

は
ࠓ
年

の
開
催
を
த
止
し
ま
す
。

ご
了
ঝ
く
だ
さ
い
。

࠷


ۚ
を

֬
ೝ
͠
·
͠
Ỷ
う

【
問
合
せ
】
৽
ׁ
࿑
ಇ
 ہ

࿑
ಇ

ج
४
部 


金
ࣨ

☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
３
５
０
４

　
10
月
１
日
 
か
ら
৽
ׁ
県
࠷



ۚ
が
時
間
ֹ
８
３
１
円
に
改
定

さ
れ
ま
し
た
。
県
内
で
ಇ
く
ྟ
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
ؚ

む
す
べ
て
の
労
ಇ
者
に
ద
用
さ
れ

ま
す
。
使
用
者
も
労
ಇ
者
も
࠷



ۚ
を
֬
ೝ
し
ま
し
ょ
う
。

ळ
の
શ
ࠃ
火
ࡂ
༧
防
ӡ
ಈ
を

実
施

【
問
合
せ
】
南
魚
沼
市
消
防
本

部 

༧
防
課

　
☎
７
８
２
‐
５
３
３
０

　
େ


ॺ　

　
☎
７
７
９
‐
４
６
０
０

２
０
２
０
年

શ
国
౷
Ұ
防
Ր
ඪ

ủͦޠ
の
Ր
事
Λ　
防
͙
͋
ͳ
ͨ
　ʹ

金
ϝ
μ
ϧ
Ứ

　
11
月
９
日
㈪
～
15
日
㈰
、
秋
の

全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま

す
。
期
間
த
、
消
防
車
両
に
よ
る

巡
回
広
報
を
行
い
ま
す
。

　
ౙ
期
は
ஆ

ث
۩
を
使
う
よ
う

に
な
り
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
火
の
औ
り
ѻ
い
に
は
、

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

̜
̾�

̩
̾
ト
ϥ
ベ
ル
ࣄ
ۀ


Ҭ
共
௨
ク
ー
ϙ
ン
औ
ѻ
ళ

ฮ
を
ื
集
͠
ͯ
い
·
͢

【
問
合
せ
】

　
南
魚
沼
市
؍
ޫ
協
会

　
☎
７
８
３
‐
３
３
７
７

　
؍
ޫ
ி
は
̜
̾ 

̩
̾
ト
ラ
ベ
ル

ࣄ
ۀ
の
一

と
し
て
、
ཱྀ
行
・
॓

ധ
代
ۚ
の
ׂ
Ҿ
の
΄
か
に
、
ཱྀ
行

先
の
土
産
物
ళ
、
ҿ
食
ళ
、
؍
ޫ

施
ઃ
、
交
通
ػ
ؔ
な
ど
で
ར
用
で

き
る
地
域
ڞ
通
ク
ー
ϙ
ン
を
発
行

し
て
い
ま
す
。
地
域
ڞ
通
ク
ー
ϙ

ン
の
औ
り
ѻ
い
に
は
あ
ら
か
じ
め

ళ
ฮ
の
登

が
ඞ
ཁ
で
す
。
各
地

の
෯
広
い
ళ
ฮ
の
登

が
地
域
消

අ
の
֦
大
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

औ
ѻ
ళ
ฮ
を
広
く
ื
ू
し
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
み

　
̜
̾ 

̩
̾
ト
ラ
ベ
ル
ࣄ
務
ہ

　
☎
０
５
７
０
‐
０
１
７
３
４
５

※
受

時
間
⽅
午
前
10
時
～
午
後

７
時
、
年
த
無
ٳ

事
業
者

͚
α
イ
τ

　

؍
ޫ
ி
ウ
ỻ
ϒ
サ
イ
ト
（「
ࣄ

ۀ
者

け
̜
̾ 

̩
̾
ト
ラ
ベ
ル
」

で
ݕ
ࡧ
）
を
ご
ཡ
に
な
る
か
、
お


い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
、
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。

ए
ऀ
ࢧ
ԉ
ủ
ָ
͠
͘
ί
ϛ
ỿ

χ
έ
ー
γ
ἀ
ン
Ứ
։
࠵

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
子
ど
も
・

若
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
７
８
８
‐
１
９
５
１

　
「
気
࣋
ͪ
を
う
ま
く

え
た
い
」

「
人
間
ؔ

を
円

に
し
た
い
」

な
ど
の
ࢥ
い
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ʁ

গ
人

ά
ル
ー
ϓ
で
ָ
し
く
ゲ
ー

Ϝ
ײ
覚
の
コ
ミ
ỿ
ニ
έ
ー
シ
ョ
ン

を
体
ݧ
し
ま
す
。
人
と
交
ྲྀ
す
る

ָ
し
さ
を
ײ
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
19
日
 

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場　
子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終

了
～
39
歳
の
若
者

締
切
り　
11
月
17
日
 

申
込
み　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
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ウラナミシジミ

南
魚
沼
市
消
防
団

防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施

【
問
合
せ
】
南
魚
沼
市
消
防
本

部 
消
防
庶
務
課 

消
防
団
係

☎
７
８
２
‐
０
８
６
０

　
南
魚
沼
市
消
防
団
で
は
、
秋
の

全
国
火
災
予
防
運
動
に
あ
わ
せ
、

防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
す
。

消
防
団
車
両
が
各
地
区
を
巡
回
し

ま
す
の
で
、
通
行
の
際
に
は
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
15
日
㈰　

　
午
前
８
時
～
11
時

内
容　
市
内
全
域
を
巡
回
し
、
広

報
を
実
施

塩
沢
手
話
サ
ー
ク
ル
創
立
25
周
年

＆
改
名
記
念
イ
ベ
ン
ト『
共
に
歩

も
う 

南
魚
沼
産 

手
話
ひ
か
り
』

【
問
合
せ
】

　
南
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
７
７
３
‐
６
９
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
７
３
‐
２
２
２
３

　
塩
沢
手
話
サ
ー
ク
ル
は
、
創
立

25
周
年
を
迎
え
サ
ー
ク
ル
名
を

「
南
魚
沼
産 

手
話
ひ
か
り
」
に
改

名
し
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
手
話
に
よ

る
歌
・
漫
才
・
落
語
・
ダ
ン
ス
な

ど
、
普
段
と
は
違
う
手
話
の
世
界

を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
22
日
㈰

　
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
塩
沢
公
民
館 

講
堂
・
ロ

ビ
ー

定
員　
50
人

費
用　
無
料

締
切
り　
11
月
16
日
㈪

申
込
み　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
紙
に
記
載
し
、
南
魚
沼
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
す

る
か
、
次
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
11
月
８
日
㈰
以
降
に
県
外
移
動

す
る
場
合
は
参
加
を
ご
遠
慮
く

だ
さ
い

歯
周
病
は
生
活
習
慣
病
の
ひ
と
つ

～
11
月
８
日
は
い
い
歯
の
日
～

【
問
合
せ
】

　
保
健
課 

保
健
業
務
班

☎
７
７
３
‐
６
８
１
１

　
市
民
課 

国
保
年
金
係

☎
７
７
３
‐
６
６
６
１

歯
科
健
診
は
お
済
み
で
す
か

　
５
月
下
旬
に
、
特
定
の
年
齢
の

人
を
対
象
に
成
人
歯
科
健
診
・
後

期
高
齢
者
歯
科
健
診
の
受
診
券
を

発
送
し
ま
し
た
。
使
用
期
限
は
令

和
３
年
２
月
27
日
㈯
で
す
。

　
口
の
健
康
を
保
つ
こ
と
は
豊
か

な
人
生
の
土
台
と
な
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

成
人
歯
科
健
診
（
保
健
課
）

　
４
月
２
日
～
令
和
３
年
４
月
１

日
に
21
歳
・
31
歳
・
41
歳
・
51
歳
・

61
歳
・
71
歳
に
な
る
人

後
期
高
齢
者
歯
科
健
診（
市
民
課
）

　
４
月
２
日
～
令
和
３
年
４
月
１

日
に
76
歳
・
80
歳
に
な
る
市
の
後

期
高
齢
者
医
療
加
入
者

わ
が
子
の
自
立
を
願
う
家
族

の
集
い

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
子
ど
も
・

若
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
８
８
‐
１
９
５
１

　

高
等
学
校
不
登
校
、
ニ
ー
ト
、

ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
就
学
や
就
労

に
悩
む
若
者
を
家
族
と
し
て
ど
う

理
解
し
、
ど
う
支
え
る
か
を
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
ひ
き
こ

も
り
支
援
や
家
庭
支
援
を
研
究
し

て
い
る
斎
藤
ま
さ
子
さ
ん
が
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

日
時　
11
月
28
日
㈯

　
午
後
１
時
～
４
時

会
場　
子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終

了
～
39
歳
の
若
者
の
家
族

ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
斎
藤
ま
さ
子
さ

ん
（
長
岡
崇
徳
大
学
教
授
）

申
込
み　
前
日
ま
で
に
、
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

費
用　
１
０
０
円
（
お
茶
代
）

八
色
の
森
か
ら 

㉛

【
問
合
せ
】 

　
八
色
の
森
公
園
管
理
事
務
所

☎
７
８
０
‐
４
５
６
０

　
公
園
や
周
辺
で
見
ら
れ
る
生
物

な
ど
を
紹
介
し
ま
す

ウ
ラ
ナ
ミ
シ
ジ
ミ

　
八
色
の
森
に
は
多
く
の
チ
ョ
ウ

が
い
ま
す
。
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
の
仲

間
の
よ
う
に
大
き
く
て
目
立
つ
も

の
も
い
ま
す
が
、
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ

の
仲
間
の
よ
う
に
小
さ
く
て
あ
ま

り
目
立
た
な
い
も
の
も
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
は
羽
の

表
側
の
模
様
が
み
ん
な
似
て
い
て
、

裏
側
を
じ
っ
く
り
見
な
い
と
区
別

で
き
な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
い
る
シ
ジ
ミ
チ
ョ

ウ
の
仲
間
で
、
11
月
ご
ろ
に
よ
く

見
ら
れ
る
の
が
ウ
ラ
ナ
ミ
シ
ジ
ミ

で
す
。

　
ウ
ラ
ナ
ミ
シ
ジ
ミ
の
幼
虫
は
ク

ズ
や
ア
ズ
キ
な
ど
の
マ
メ
科
の
植

物
を
食
べ
て
成
長
し
ま
す
。
羽
の

裏
側
が
波
模
様
な
の
で
ウ
ラ
ナ
ミ

（
裏
波
）
と
い
わ
れ
、
後
羽
の
端

に
黒
い
斑
点
が
あ
り
、
羽
の
先
に

は
尾
状
の
突
起
が
あ
り
ま
す
。
止

ま
っ
た
と
き
に
後
羽
を
交
互
に
上

下
に
動
か
し
て
斑
点
を
目
に
、
尾

を
触
覚
に
似
せ
て
、
ま
る
で
頭
が

そ
こ
に
あ
る
よ
う
に
見
せ
か
け
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
自
分
の
体
の
一

部
を
別
の
も
の
に
似
せ
る
こ
と
を

「
自
己
擬
態
」
と
い
い
ま
す
。
捕

食
者
（
鳥
や
カ
マ
キ
リ
な
ど
）
を

一
瞬
で
も
ご
ま
か
せ
れ
ば
生
き
残

る
チ
ャ
ン
ス
が
増
え
る
た
め
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
（
旧
塩
沢
保
育
園
）
で

は
、
義
務
教
育
期
の
子
ど
も
か

ら
39
歳
ま
で
の
若
者
を
対
象
に
、

相
談
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
代
表

　
☎
７
８
８
‐
１
９
５
０

・
若
者
支
援
担
当　

　
☎
７
８
８
‐
１
９
５
１

・
子
ど
も
支
援
担
当

　
☎
７
８
８
‐
１
９
５
２



News PlazaNews Plaza

　南魚沼市役所を会場に、市の表彰条例に基づいて６人、２団体を表彰しました。
　表彰されたみなさんからは、長年にわたり教育文化向上活動、社会福祉活動、自治振興活動、人命救
助活動へのご尽力や、多額のご寄付をいただきました。

みなみうおぬまニュースプラザみなみうおぬまニュースプラザ

　公益財団法人南魚沼交通安全協会が新潟県警察本部長から感謝状を
贈呈されました。
　感染症対策を講じて、保育園や小学校などで行った交通安全教室や
ラジオを使った安全運転の呼び掛けなどの工夫を凝らした活動によ
り、令和２年上半期の交通事故を抑止したことが評価されました。
　９月23日㈬、会長の佐藤和男さんと事務局長の速水武実さんが市役
所を訪れ、林市長に感謝状の贈呈を受けたことを報告しました。
　佐藤さんは「南魚沼警察署管内のみなさんや警察など多くの人の協
力のおかげです。管内では令和２年の上半期は交通死亡事故の発生がありません。これからも引き続き
交通事故の抑止に努めていきたいと思います」と語りました。市長は「事故発生率が下がったことはう
れしいことです。感謝状をもらったことを多くの市民に知ってもらい、さらなる安全運転や交通事故防
止に努めていただきたいと思います」と語りました。

9月17日㈭ 南魚沼交通安全協会が感謝状を贈呈されました

　八色の森公園のぶどう畑で、下長崎保育園、八幡保育園、三用保育
園の園児たちがぶどうのもぎ取りを楽しみました。
　ぶどうのもぎ取り体験は、ぶどう収穫祭とワイン祭り実行委員会と
南魚沼地域振興局のご厚意で、農業への興味と理解を深めてもらうた
めに、市内の全保育園などに向けて毎年行われているものです。園児
たちは、先生がはさみで切り取ったずっしりと重いぶどうを受け取
り、「たくさん実がついていて重い」「早く食べたいな」などと感想を
語りながら、笑顔を見せていました。

9月17日㈭ 市内の保育園児たちがぶどうのもぎ取り体験を行いました

10月１日㈭ 南魚沼市表彰式 ～市の表彰条例に基づき６人、２団体を表彰～
【問合せ】秘書広報課　☎773ー6658

●教育文化向上功労…伝統文化の伝承の功績者
　・中島松夫 〔一村尾〕
　・南魚沼アジア交流会（会長 羽賀 幸子）
●自治振興功労…介護認定審査会委員などに  
　15年以上在職
　・阿部 德吉さん〔西泉田〕
　・釼持 テル子さん〔長崎〕
　・髙橋 モトメさん〔茗荷沢〕
●社会福祉功労…社会福祉ボランティア活動
　などに 20 年以上積極的に従事
　・大沢福祉の会（会長 大平 洋子）
●人命救助功労…山岳遭難救助隊員に20年
　以上在職
　・大平 芳門さん〔野中〕
●篤行者…200万円以上を寄付
　・田邊 　光さん〔東京都〕

写真前列左から、中島さん、大平洋子さん、阿部さん、釼持さん、
髙橋さん、田邊さん、羽賀さん、大平芳門さん

まつ   お

は     が      さち   こ

とく きち

よし  かど

とっ  こう

ひかる
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南
魚
沼
市
　
〒
949－6696 新

潟
県
南
魚
沼
市
六
日
町
180－1　

電
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773－
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表
）
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編集後記

救 急 医 療

ほのぼの広場ほのぼの広場

【問合せ】保健課　☎773－6811
救急医療のかかり方　　　　　　　　　　　　　　　
① 電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてください。
重症（意識がないなど）の場合は119番で
救急車を呼んでください。
●南魚沼市民病院　☎788－1222
●魚沼基幹病院　　☎777－3200
●齋藤記念病院（脳神経外科救急）　☎773－5111
※電話のかけまちがいにご注意ください
② 指示通りに受診する
•電話での指示に従って受診してください。
•スタッフの状況や症状などに応じて、他の医療機関
　を案内する場合があります。
•緊急度や重症度の高い順に対応するため、診察の順
　番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。
•休日・夜間は検査や人員体制が十分ではないので、
　できるだけ通常の診療時間内に受診してください。
夜間に困った時は
　夜間に具合が悪くなったとき（発熱、頭痛、おう
吐、下痢、けがなど）にご利用ください。
時間　19：00～翌朝8：00（毎日）
●新潟県救急医療電話相談　　対象　15歳以上
　☎025－284－7119（♯7119でも可）
●新潟県小児救急医療電話相談　　対象　15歳未満
　☎025－288－2525（♯8000でも可）

　10月２日㈮、後山小学校で「ポニース
クール」が開催され、児童は乗馬などを体
験しました。自分が乗った馬に感謝の気持
ちを込めてニンジンを食べさせたり、体に
ブラシをかけたりと触れ合いを楽しみまし
た。

行政
困りごと
相談

市民の動き
（　　　　）令和２年
９月末日現在

行政相談は、行政相談委員が、国の行政に関する相談
を聞き、制度や運営の改善に生かすための仕組みです。
※定例相談会は毎月１回、第３水曜日に開催します
11月18日㈬ 13:00～15:00  市役所本庁舎南分館
【問合せ】 総務課 防災庶務班　☎773－6660

●人口　  55 ,364人（先月比 －94）
●男　　  27 ,107人（先月比 －54）
●女　　  28 ,257人（先月比 －40）
●世帯数  19 ,918戸（先月比 －2）

日にち 行事名・時間・会場など

おはなしのじかん
11：00～11：30　南魚沼市図書館 児童コーナー

読書のつどい「おはなしのせかい」
10：30～11：00、14：00～14：30　南魚沼市図書館 多目的室

ＤＶＤ上映会「名犬ラッシー」
10：00～11：30　南魚沼市図書館 多目的室

プラチナディＤＶＤ上映会「匠の世界 染織七」
11：00～11：55　南魚沼市図書館 多目的室

第11回農業委員会総会
14：00～　大和庁舎３階 旧議場

乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
10：00～11：30　大和公民館

8日㈰

26日㈭
28日㈯

20日㈮
21日㈯

猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00～15：00　イオン六日町店２階22日㈰

25日㈬

11月のカレンダー11月のカレンダー

　新しい生活様式をもとに開いていますので、ご
理解とご協力をいただき、ぜひご利用ください。
対象　南魚沼市に住所がある未就学児と保護者
※ふれ愛広場のみ小学３年生までの児童と保護者
時間　１部９：30～12：00、２部13：00～15：30
　　　（六日町会場ふれ愛広場のみ16：30まで）

来場のみなさんへのお願い
・身分証明書の提示（住所がわかるもの）
・家庭での検温（来館前に測る）
・マスク着用（大人のみ）
・入室時の手洗いか手指の消毒
・水分補給・授乳以外の飲食はできません
※体温が３７.５℃以上ある人は入場できません。
　咳や熱などの症状がある場合は検温や退場をお
　願いしたり、制限人数を超える場合は入場でき
　ない場合があります。ご了承ください
お知らせ
　六日町会場のふれ愛広場で、のびのびタイム
（親子体操教室）を開催します。第２・第４土曜
日の14：00～15：00です。
※開催時間にご注意ください。開催中はふれ愛広
　場の利用はできません
【問合せ】子育て支援センター　☎772－7754

※新型コロナウイルスの影響により変更になる場合があります

　10月の晴れた日の早朝、市内の高台
に上ったら、見事な雲海と朝日に照ら

された紅葉を同時に楽しむことができました。気象条
件はありますが、秋と春は雲海の発生する確率が高い
そうです。
　もうすぐ冬がやってきます。今年の冬は雪が降るの
だろうか…と不安はありますが、体調を万全にして訪
れを待ちたいです。（Ｙ.Ｋ）

　大 和 会 場　 大和庁舎（3階）
　毎週 月・水・木曜日

　六日町会場　 イオン六日町店専門店館（１階）
　毎週 月・火・木～日曜日

　塩 沢 会 場　 塩沢庁舎（北棟２階）
　毎週 火・水・金曜日
にこにこタイム「ミニコンサート」
・大和会場　　11月５日㈭　10：30～
・六日町会場　11月12日㈭　10：30～
・塩沢会場　　11月18日㈬　10：30～

今月の
表紙


